
第
五
章
歴
史
時
代



第五章歴史時代

71

か
つ
ま
た
や
し
き

勝
俣
屋
敷

ひ
ろ
さ
き

所
在
地
裾
野
市
麦
塚
字
寛
噂
一
七
九
番
地
ほ
か

位置図

勝俣屋敷範囲図
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勝俣屋敷北側空堀趾

位
置
と
立
地
本
屋
敷
は
、
麦
塚
集
落
の
ほ
ぼ
中
央
の
平
坦
地
、
海
抜
一
○
九

ｍ
の
字
寛
噂
に
位
置
す
る
。
北
と
西
は
畑
地
、
東
と
南
は
人
家
を
挟
み
水
田
が
展

開
し
て
い
る
が
、
住
宅
地
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
周
辺
に
は
富
士
山
の
溶
岩
流
が
露

出
し
山
林
と
な
っ
て
い
る
。
本
屋
敷
の
東
五
○
ｍ
の
と
こ
ろ
を
境
川
が
流
れ
て
い

る
。

発
見
と
調
査
本
屋
敷
の
遺
構
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
芹
沢
充
寛
の
指
摘
し

て
い
た
と
》
）
ろ
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
三
年
（
元
久
）
、
市
史
編
さ
ん
事
務
局
の
勝

俣
家
文
書
調
査
の
折
、
空
堀
と
土
塁
祉
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、
同
事
務
局
の
中

世
城
館
跡
調
査
で
踏
査
し
、
「
裾
野
市
史
研
究
」
第
一
号
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
平

成
元
年
（
元
免
）
、
勝
俣
家
で
住
宅
地
造
成
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
裾
野
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
空
堀
と
士
塁
の
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

遺
構
本
屋
敷
は
東
西
約
一
○
○
ｍ
、
南
北
約
八
○
ｍ
あ
り
、
北
東
隅
と
東
側

南
半
分
が
不
整
形
と
な
っ
て
い
る
。
遺
構
は
、
北
側
と
そ
れ
に
続
く
北
西
隅
に
空

堀
と
土
塁
阯
の
一
部
が
残
存
し
、
南
側
の
東
半
分
に
半
ば
埋
没
し
た
空
堀
趾
が
あ

る
。
平
成
元
年
の
遺
構
確
認
調
査
に
よ
る
と
、
北
西
隅
と
北
側
に
お
い
て
、
底
敷

幅
約
五
ｍ
、
高
さ
一
’
一
・
五
ｍ
の
士
塁
と
、
幅
約
五
’
六
ｍ
、
深
さ
約
一

’
一
・
五
ｍ
の
空
堀
が
検
出
さ
れ
、
そ
れ
に
併
行
す
る
溝
趾
も
検
出
さ
れ
た
。

遺
物
ほ
と
ん
ど
近
世
、
近
代
の
陶
磁
器
片
で
、
か
わ
ら
け
坏
破
片
が
少
量
出

土
し
て
い
る
。

現
状
宅
地
で
あ
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管
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第五章歴史時代

剖

／ 芯

γ

ゲ

〃

〃

7ケ
′'

7ケ
′'

向
〆

典

側
石

〆’

〃橋
め

I
〆

柔

勝俣屋敷周辺地籍図

l f

(） 10m

勝俣屋敷遺構確認調査図

481



72

か
し
わ
ぎ

柏
木
屋
敷

所
在
地
裾
野
市
茶
畑
字
境
川
九
七
四
番
地
ほ
か

一
一

一

位置図

柏木屋敷範囲図
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第五章歴史時代

柏木屋敷遠望(東南より）

位
置
と
立
地
本
屋
敷
は
、
箱
根
外
輪
山
の
西
麓
を
流
下
す
る
境
川
（
大
場
川
）

が
、
茶
畑
地
区
に
形
成
し
た
沖
積
低
地
の
海
抜
二
一
ｍ
の
と
ゞ
｝
ろ
に
位
置
す
る
。

東
側
か
ら
南
側
に
接
し
て
境
川
が
流
れ
、
屋
敷
地
内
と
の
比
高
は
、
わ
ず
か
に
一

ｍ
前
後
に
す
ぎ
な
い
。
周
辺
は
広
く
水
田
が
展
開
し
、
茶
畑
集
落
と
は
孤
立
し
た

と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。

発
見
と
調
査
本
屋
敷
は
、
古
く
か
ら
柏
木
屋
敷
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
裾

野
郷
土
研
究
会
の
佐
藤
隆
が
注
目
し
、
昭
和
五
○
年
代
の
初
め
、
東
海
古
城
研
究

会
の
関
口
宏
行
が
踏
査
し
、
相
前
後
し
て
、
中
野
国
雄
が
県
教
育
委
員
会
の
委
嘱

を
受
け
て
調
査
し
て
い
る
。
昭
和
六
○
年
代
に
入
っ
て
、
市
当
局
が
本
屋
敷
地
を

整
備
し
た
。

遺
構
外
形
は
、
東
西
約
二
七
ｍ
、
南
北
約
一
二
○
ｍ
の
方
形
を
な
し
、
幅

約
五
’
六
ｍ
の
水
濠
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。
そ
の
内
側
に
底
敷
約
八
ｍ
、
高
さ
一
・

五
ｍ
前
後
の
士
塁
肚
が
一
部
残
存
す
る
。
南
側
中
央
に
門
祉
ら
し
き
も
の
が
あ
る
。

現
在
の
出
入
口
は
西
側
に
あ
る
。

現
状
西
側
の
水
濠
は
、
水
路
改
修
工
事
に
よ
っ
て
、
著
し
く
原
形
が
失
な
わ

れ
、
敷
地
内
は
整
備
工
事
で
、
旧
態
を
失
っ
て
い
る
。

文
献
関
口
宏
行
「
柏
木
屋
敷
」
日
本
城
郭
大
系
９
一
九
七
九
、
中
野
国
雄

「
柏
木
屋
敷
（
境
川
屋
敷
）
」
静
岡
県
の
中
世
城
館
跡
一
九
八
一
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第五章歴史時代

73

ち
や
ぱ
た
け
じ
よ
う
や
ま

茶
畑
城
山

所
在
地
裾
野
市
茶
畑
字
城
山
二
一
八
三
番
地
ほ
か

推定位置図

推定立地図
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茶畑城山地籍図

位
置
と
立
地
箱
根
外
輪
山
の
三
国
山
か
ら
南
西
に
延
び
る
尾
根
の
、
菅
沢
と

そ
の
北
側
の
入
田
川
の
沢
谷
に
挟
ま
れ
た
、
海
抜
二
九
二
ｍ
付
近
の
尾
根
稜
部
、

字
城
山
に
位
置
す
る
。
裾
野
青
葉
台
団
地
の
字
大
入
か
ら
北
東
の
尾
根
を
、
約
九

○
○
ｍ
ほ
ど
登
っ
た
地
点
で
あ
る
。

発
見
と
調
査
平
成
元
年
（
充
分
）
、
市
史
編
さ
ん
事
務
局
の
城
館
跡
調
査
で
は

確
認
す
る
｝
｝
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
平
成
三
年
（
｜
究
一
）
、
そ
の
位
置
を
確
認
し

た
。
）
）
の
地
名
に
関
し
て
、
内
容
を
知
る
》
一
と
の
で
き
る
文
献
、
伝
承
は
何
一
つ

残
さ
れ
て
い
な
い
。
城
館
跡
の
立
地
す
る
位
置
と
し
て
は
、
本
編
後
述
の
愛
麿
山

中
に
あ
る
、
葛
山
か
く
し
砦
と
よ
く
類
似
し
て
い
る
。

遺
構
は
不
明
で
、
現
状
は
山
林
で
あ
る
。
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第五章歴史時代

74

、
つ
え
の
は
ら

上
原
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
上
原
二
三
七
二
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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上原遺跡近景

位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
箱
根
外
輪
山
と
愛
庵
山
の
間
に
挟
ま
れ
た
、
富
士

山
東
南
麓
末
端
の
溶
岩
流
上
に
形
成
さ
れ
た
台
状
の
緩
傾
斜
地
、
深
良
上
原
に
位

置
す
る
。
こ
の
傾
斜
面
は
北
か
ら
南
へ
向
か
っ
て
連
続
し
て
い
る
が
、
舌
状
の
微

高
地
が
あ
り
、
本
遺
跡
は
こ
う
し
た
微
高
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
六
年
（
｜
天
一
）
一
月
、
市
道
一
七
号
御
宿
深
良
線
の
建

設
工
事
中
、
表
土
下
五
○
’
七
○
ｍ
の
と
こ
ろ
か
ら
土
器
片
が
出
土
し
、
工
事
担

当
者
か
ら
裾
野
市
教
育
委
員
会
に
通
報
さ
れ
た
。
同
教
育
委
員
会
で
は
、
直
ち
に

路
線
範
囲
内
の
調
査
を
実
施
し
、
住
居
趾
等
の
遺
構
を
確
認
し
た
。

層
序
と
遺
構
表
土
の
耕
作
士
下
に
、
現
水
田
の
基
盤
層
（
埋
立
粘
土
層
）
が

あ
り
、
そ
の
下
に
厚
さ
四
○
’
五
○
ｍ
の
黒
褐
色
土
居
が
堆
積
し
、
下
層
の
黄
赤

褐
色
の
小
礫
を
含
む
砂
層
に
切
り
込
ん
で
、
「
カ
マ
ド
」
を
構
築
し
た
方
形
の
竪
穴

住
居
祉
群
が
検
出
さ
れ
た
。
１
号
住
居
趾
群
は
、
上
部
が
削
平
さ
れ
、
住
居
掘
方

の
輪
郭
が
わ
ず
か
に
確
認
で
き
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
Ａ
ｌ
Ｅ
の
五
軒
の
住
居

趾
が
重
複
す
る
ら
し
く
、
こ
の
う
ち
Ａ
住
居
趾
に
、
か
ろ
う
じ
て
「
カ
マ
ド
」
が

検
出
さ
れ
た
。
２
号
住
居
趾
は
、
東
西
に
掘
方
が
検
出
さ
れ
、
方
形
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
３
号
住
居
趾
は
、
路
線
内
に
掘
方
床
面
の
輪
郭
と
「
カ
マ
ド
」
が
検

出
さ
れ
、
三
ｍ
×
三
ｍ
の
方
形
住
居
趾
で
あ
っ
た
。
４
号
住
居
趾
は
、
一
辺
が
七

ｍ
、
掘
方
深
さ
五
○
ｍ
の
「
カ
マ
ド
」
を
持
つ
大
形
住
居
趾
で
、
遺
物
の
大
半
は

こ
の
４
号
住
居
趾
か
ら
出
土
し
た
。

遺
物
第
１
図
は
、
須
恵
器
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
２
．
８
は
２
号
住
居
趾
、

３
．
５
は
４
号
住
居
趾
、
そ
の
他
は
住
居
祉
外
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
１

１
４
．
６
は
坏
の
蓋
部
分
で
、
５
．
７
．
８
は
坏
の
身
の
部
分
で
あ
る
。
蓋
に
は

ぎ
ぽ
し

擬
宝
珠
状
の
つ
ま
み
が
つ
く
。
５
．
７
は
切
り
高
台
が
つ
き
、
８
は
糸
切
り
の
平
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第五章歴史時代

底
で
あ
る
。
９
・
皿
は
増
の
頸
部
で
あ
ろ
う
。
皿
ｌ
皿
・
恥
は
甕
の
破
片
と
思
わ

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
は
、
足
柄
路
の
通
過
地
点
に
一

交
通
を
考
え
る
上
で
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

足
柄
路
の
通
過
地
点
に
立

第
２
図
は
、
土
師
器
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
４
は
２
号
住
居
趾
、
１
．
３
．
６
。

８
１
昭
は
４
号
住
居
趾
、
５
．
７
は
柱
穴
か
ら
出
土
し
た
。
１
は
蓋
と
身
が
合
わ

さ
る
。
３
１
７
は
高
台
付
の
身
の
底
部
破
片
で
あ
る
。
８
１
ｕ
は
平
底
で
、
理
・

週
は
底
部
が
内
反
す
る
。
皿
の
「
十
こ
と
見
え
る
も
の
は
墨
書
で
あ
る
。
第
３

図
１
１
ｍ
ま
で
は
、
土
師
器
の
坏
で
、
１
１
８
は
４
号
住
居
吐
出
士
で
あ
る
。
ｕ

は
高
坏
と
思
わ
れ
る
が
、
底
部
が
欠
損
し
て
い
る
の
で
明
ら
か
で
は
な
い
。
喝

ｌ
略
は
甕
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
第
４
図
１
１
超
ま
で
は
、
甕
の
破
片
で
、
１

１
ｍ
ま
で
は
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
坏
の
形
態
、
製
作
上
の
技
法
の
特
徴
か
ら
み

て
、
九
世
紀
後
半
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
の
土
器
片
は
十
数
個
あ
り
、

す
べ
て
「
十
」
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
一
つ
だ
け
「
十
一
」
と
見
え
る
。
ど
う
読

す
べ
て
「
十
」
の
ょ
、

む
か
明
ら
か
で
な
い
。

れ
る
。
恥
の
形
態
は
不
明
で
あ
る
。

現
状
畑
地
と
水
田
と
な
っ
て
い
る
が
、
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

地
し
て
お
り
、
古
代
の
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第五章歴史時代

1
，
】

一一一一一一

一

） ！

－

(）
、

、司一

｛
可

’～
《
Ｉ

8

今
～芋

』 ー

I〃
V

|､ゞ
ノー、､

f一一 F～j r今 垂

t…竜.-. -嬉誇亭.悪
；‐､ ､一品 。、ざ ‐ 画菖

〉 .－． ' マーザ .－ 号､
〆■ 再 ■ q ヂッ巳 ｡、
』 , ･ し 母 ～., ､ 参

・・ ． . ､.? ､-皇＞

漂蕊y声
侭乳j毎,亀〆
、幸彦．

／
／,f－
JT ･~も､‘
ざ呪名も-

恥
ふ
い
酷

‘ . ;急 －．ベ＆．.:9,'･癖.･穂一ら．託.‘'.. , . . .･:ざ.h 鑿 ' ＄
, ■■ ▲ ■』 ▲~ ~ ､ ｡ ､J ･ 班･と - 、･しq､『 .

． ． . :. 』 ･･･恩 :､,､ ・旨7．癖.'.i･･品'§; 一陣. . : . ;.． . :.承
｢ . . . ,ｲｰ ･軸Wf . . -配 ･･ ･ ， ざ， ，ろ. 苫gも~･『- ‘ ,

1 .

, . .､ 『－ 生､ ・蛤f , 、 吋-1, b,-.里封･･ ･‘ ､ ｡,一･ ･･

/鴨 ・･ ･ ･ “' ':． ﾀﾞ､ . .:'･"･･鞠･竜 ．. ' ‘;才塁: ＄;幕' :職 '.．

/ 、 :､窯議舜j録鼠:･職さ:: -1

鍵溌鑿:湊I;阜蕊≦
石－■‘一一 ＝一一一毛,｡、, 肖■一

一e

芋

' 1

](）

9
、
至
心
牢
苧
”

領
内
』

諺
葱
》
”
暫
一
箸

癖

画
一
か
．

埋

閏
ｒ
・
＄

ｄ
ｐ
ｆ

蔀
．
噛
今

ワ

〆
綴
誌
↓
：
ゞ
，
／

Ｆ
》
や
ｑ
牝

ａ

ｏ

ｐ

ｑ

ａ

一

《

《

一

Ｗ

。

。

抑

．

．

．

・●

い

竜

叱

『
．
〆
。
亀
屡

や
。
』

ィ
，
．
、
。
・
旬
・
↓
議
蟻

少

《

声

》

叩

謹

｝

ず

ぶ

』

，

、

や
。
；
．
．
》

蕊
葱

総 鰯
》

、
ﾛ ,"ザ ム

タロ, 寺q
革〃

土･･ 7

箔
、
、

、
、
、
八
弧
八
、

＃
浄
、
蛾
、
い
、

“
ｑ
、
・
も
ｂ
・

、
・
可
、
、
、
，
●
．
、
Ｌ
ｌ

･･ ･ ! ？r字 勺・
浄F q皆

タヴqa q ･■,

密:' ．．
／ ■

ぷ ･ 言

I ｜

①
ｑ
一

曲

阜
口
一

、
。
弐
・
審
二

泊

Ｑ

由
■
《
・
ｊ
Ｌ
も
●
」

Ｐ
『
．
’
ロ
ー
”
・
一
・
ｂ
Ｄ
Ｚ

■

苧
。
．
、
“
》
《
恥
．
》
趣

一一

強

く

や

ア

舟

ウ

．
‐
〆
。
．
ｆ
〆
』

『
一
．
・
二
ケ
】
〕
■
．
’
・
’
一

一・
ず

●
グ
．
・
険
ロ

〆
・
刀
・

四
．

､〃
℃

０

巳

、

。

ｑ

、
、
、

列

、

、

、

．

．

・
亜
」

、
、
４
．

Ｌ

、

、

、
芋
、
恥

、
、
Ｌ
。
ｑ
、

、
。
、
一
・
、
、
■
ｑ
・
凡
、

韓
、
蕊

，
ｑ
？
ハ
・
い
．

、
、
へ
、
》
、
へ
、
．

蕊
、F夢.、 ．

‐： 幸

？ ： P

Q坐

凸 1

h

. ． ．、’

簿叡‘
、. 且

通？

7

一

，右

、L

一一

、
Ⅱ

一

ニ ーュ鼻一

h ･竜 . ､ 、 .

撒職
、§.､薄く･金贈陰､､、

．<藍､<,：

紋
1？
人qJ

〃
12

ク
タ
や
伊

凸

戸
・
ぷ
子
・

凸

‐
戸
．
。

今
、
け
“
・
殿
。
凸
』
、
バ
ヘ
ー

ノ
必
〆

鑿
毛
至

鋲

、
ｒ
ｐ

Ｊ
〆
▽
、

《
司
洲
咄
診
八
抄
一
‐

‐
・
宮

評
‐

“津

。
二

一
一
識
溌
：
”
｜
ゞ
一

・・「

凶
鈩
部
一
口
■
凸
当
・
旬

撫
蕊
一

蕊
癖

一
・
・
．
四

Ｊ
《

一
斗
印
・
恥
静
認
一
眼

，

い

合
一
？
．
Ｆ
《
Ｆ
・
．
．

↑

』

和

ｂ

、

坤
、
．
『
・
ぜ
報
一
・
‐
、

茜

虻

ご
“
。
、

子

・
・
。
Ｊ

’
一

■～
、

口 ､

－ ＝ Fノ
ザ

ゾＹ
１
Ｉ
ノ
ム

～ 一三

16

一

一

1 瓦?』.､- . 一

l( l 〔
’

11
15 1

垣 I
1

I

第1図上原遺跡出土須恵器実測図・拓影

491



’

一

一

一＝三二一
三三三一一-一一一一＝

３

4

I

５

２

６

7
8

11
９

12

I
↓

I
13

(） 10cm

第2図 上原遺跡出土土師器実測図

492



第五章歴史時代
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第五章歴史時代
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第五章歴史時代
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ふ
か
ら
じ
ん
や
ま

布
深
良
陣
山
・
堀
ノ
内

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
尾
崎
二
二
八
九
番
地
ほ
か

位置図

陣山・堀ノ内範囲図
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第五章歴史時代

位
置
と
立
地
箱
根
外
輪
山
西
麓
の
尾
根
末
端
が
細
く
切
れ
て
、
残
丘
状
と
な

っ
た
高
雄
山
南
の
、
深
良
字
尾
崎
、
通
称
陣
山
、
海
抜
二
○
一
ｍ
の
平
頂
部
に
位

置
す
る
。
東
側
下
に
大
森
頼
春
が
創
建
し
た
と
す
る
興
禅
寺
が
あ
り
、
ゞ
｝
の
北
東

に
隣
接
し
て
字
堀
ノ
内
、
南
西
約
二
五
○
ｍ
の
と
》
｝
ろ
に
字
鍛
冶
屋
敷
、
南
約
二

○
○
ｍ
に
字
常
孝
屋
敷
が
あ
る
。

（
注
）

発
見
と
調
査
陣
山
土
居
は
、
昭
和
五
○
年
（
元
芸
）
、
伊
禮
正
雄
が
確
認
し

「
御
殿
場
市
史
研
究
１
」
に
発
表
し
、
そ
の
後
昭
和
五
三
年
（
元
汽
）
、
中
野
国
雄

が
踏
査
し
て
「
静
岡
県
の
中
世
城
館
跡
」
に
報
告
し
て
い
る
。
堀
ノ
内
に
つ
い
て

は
、
昭
和
一
○
年
代
に
、
沼
館
愛
三
が
調
査
し
「
駿
東
地
方
に
齢
け
る
城
郭
の
研

究
」
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
と
相
前
後
し
て
昭
和
五
○
年
代
に
関
口
宏
行
が

「
日
本
城
郭
大
系
９
」
に
記
載
し
て
い
る
。

遺
構
陣
山
平
頂
部
は
、
方
約
四
○
ｍ
あ
り
、
そ
の
東
側
に
高
さ
約
二
ｍ
、
長

さ
約
三
七
ｍ
の
土
塁
が
残
存
し
て
い
る
が
、
一
部
は
墓
地
の
た
め
消
滅
し
て
い
る
。

こ
の
平
頂
部
を
中
心
に
西
側
と
北
及
び
南
側
の
中
段
、
及
び
裾
部
に
、
小
さ
な
平

場
と
帯
郭
状
の
遺
構
ら
し
き
も
の
が
残
存
し
、
陣
山
丘
陵
の
全
体
が
中
世
の
城
郭

遺
構
を
示
し
て
い
る
。
北
の
高
雄
山
丘
陵
の
境
目
に
は
、
和
田
と
堀
ノ
内
を
結
ぶ

古
く
か
ら
の
切
通
し
が
あ
り
、
堀
切
状
遺
構
と
な
っ
て
い
る
。
東
側
の
裾
部
に
、

谷
戸
形
式
的
な
平
坦
部
が
あ
り
、
前
記
の
興
禅
寺
境
内
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
興

禅
寺
境
内
北
側
に
隣
接
し
て
堀
ノ
内
が
あ
り
、
居
館
跡
と
し
て
い
る
が
遺
構
は
な

い
。
ま
た
南
東
約
二
五
○
ｍ
に
鍛
冶
屋
敷
、
南
約
二
○
○
ｍ
に
常
孝
屋
敷
が
あ
る

も
の
の
地
名
だ
け
で
遺
構
は
な
い
。
な
お
歴
代
大
森
氏
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
墓

石
の
あ
る
和
田
上
も
谷
戸
地
形
と
な
っ
て
い
て
、
居
館
跡
の
可
能
性
も
あ
る
。
沼

館
愛
三
は
高
雄
山
（
天
神
山
）
も
大
森
氏
の
城
跡
で
あ
ろ
う
と
す
る
が
、
遺
構
は

な
い
。遺

物
昭
和
五
○
年
代
に
、
深
良
南
堀
出
土
の
遺
物
と
し
て
、
天
目
茶
碗
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
口
径
一
二
四
高
さ
六
・
五
皿
底
径
五
ｍ
あ
り
、
切
高
台
で

あ
る
。
口
縁
部
に
細
く
低
い
玉
縁
状
の
円
帯
が
わ
ず
か
に
み
え
、
曲
線
を
描
い
て

底
部
と
な
っ
て
い
る
。
長
い
間
、
土
中
に
あ
っ
た
た
め
か
釉
は
濁
暗
褐
色
と
な
っ

て
お
り
、
底
部
は
露
胎
で
あ
る
。
形
状
か
ら
み
て
、
一
五
世
紀
代
の
美
濃
古
窯
産

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

現
状
深
良
陣
山
土
居
は
墓
地
と
山
林
、
堀
ノ
内
・
鍛
冶
屋
敷
・
常
孝
屋
敷
は
、

住
宅
地
、
水
田
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
沼
館
愛
三
「
駿
東
地
方
に
松
け
る
城
郭
の
研
究
」
静
岡
県
郷
土
研
究

第
九
輯
一
九
三
七
、
伊
禮
正
雄
「
御
殿
場
地
方
の
中
世
城
吐
」
御
殿
場
市
史
研

究
１
一
九
七
五
、
関
口
宏
行
「
大
森
館
」
日
本
城
郭
大
系
９
新
人
物
往
来
社

一
九
七
九
、
中
野
国
雄
「
大
森
居
館
」
（
堀
之
内
）
静
岡
県
の
中
世
城
館
跡
静

岡
県
教
育
委
員
会
一
九
八
一

（
注
）
土
居
と
い
う
の
は
、
士
塁
に
囲
ま
れ
た
居
館
跡
、
屋
敷
地
を
指
し
て
い
う
。
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第五章歴史時代
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F

亀

騨歯鈩淳一
罰

･』 奔 h

蕊‘ ,-鱗

窪& －
Lゴ

鶴一一‐

深良南堀出土天目茶碗

図
版
の
碗
は
、
深
良
南
堀
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
口
径
一
二
皿
高
さ

六
・
五
皿
底
径
五
ｍ
あ
り
、
高
台
（
底
の
台
輪
）
は
削
り
出
し
て
い
る
。
形
態

は
底
部
か
ら
円
曲
線
を
描
い
て
立
ち
上
が
り
、
口
縁
に
は
玉
縁
状
の
小
さ
な
縁
帯

が
つ
く
。
内
外
面
に
暗
黒
褐
色
ゆ
ず
層
の
釉
薬
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
が
、
長
く
土

中
に
あ
っ
た
た
め
か
一
部
は
風
化
し
て
、
暗
青
褐
色
化
し
て
い
る
。
底
部
は
露
胎

で
、
黄
灰
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
本
品
は
、
裾
野
市
内
で
出
土
し
た
唯
一
の
天
目

茶
碗
の
完
形
品
で
、
愛
知
県
立
愛
知
陶
磁
資
料
館
で
鑑
定
し
た
と
こ
ろ
、
一
五
世

紀
代
（
西
三
’
三
ｓ
）
の
古
瀬
戸
系
美
濃
窯
の
も
の
と
さ
れ
た
。

一
般
に
天
目
茶
碗
と
い
う
の
は
、
茶
の
湯
に
用
い
ら
れ
る
抹
茶
茶
碗
の
一
種
で
、

浅
く
開
い
た
小
さ
な
播
鉢
形
を
し
て
い
る
。
中
国
断
江
省
天
目
山
の
仏
寺
の
什
器

で
あ
っ
た
も
の
を
、
日
本
の
留
学
僧
が
持
ち
帰
っ
て
き
た
の
で
、
ゞ
）
う
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
中
国
産
の
も
の
で
は
、
福
建
省
の
建
窯
の
天
目
茶
碗
が

有
名
で
国
宝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
一
三
世
紀
以
後
、
僧
侶
の
喫

茶
の
習
慣
か
ら
需
要
が
高
ま
り
、
一
四
世
紀
代
か
ら
瀬
戸
古
窯
で
焼
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
、
美
濃
地
方
の
古
窯
で
多
く
作
ら

れ
た
。
中
世
末
に
は
日
常
用
具
と
し
て
普
及
し
、
中
世
の
城
館
跡
か
ら
は
多
量
に

出
土
す
る
。

〔
深
良
南
堀
出
土
の
碗
〕
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第五章歴史時代

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
城
ヶ
尾
三
八
○
五
番
地
ほ
か

位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
箱
根
西
側
外
輪
山
か
ら
延
び
た
尾
根
末
端
の
、
海

抜
二
六
九
・
六
ｍ
の
丘
陵
上
に
営
ま
れ
た
城
館
跡
で
あ
る
。
（
縄
文
時
代
城
ヶ

尾
遺
跡
参
照
）

発
見
と
調
査
深
良
地
区
に
は
、
中
世
の
豪
族
大
森
氏
に
か
か
わ
る
伝
承
地
が

あ
り
、
城
ケ
尾
遺
跡
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
大
正
六
年
（
元
毛
）
に
刊
行
さ
れ
た

「
駿
東
郡
誌
」
の
城
趾
の
項
に
よ
れ
ば
、
大
森
氏
館
祉
と
し
て
「
深
良
村
切
久
保
、

西
安
寺
上
の
山
に
し
て
、
其
西
南
に
堀
の
内
、
又
南
堀
、
城
ヶ
尾
な
ど
と
称
す
る

地
あ
り
、
大
森
氏
世
々
居
住
の
地
に
し
て
其
嘘
な
り
」
と
あ
る
。
昭
和
一
二
年

（
元
一
毛
）
、
駿
東
郡
内
の
城
館
跡
を
調
査
し
た
沼
館
愛
三
は
、
「
静
岡
県
郷
土
研
究
」

第
九
輯
の
「
駿
東
地
方
に
松
け
る
城
郭
の
研
究
」
に
齢
て
、
城
ヶ
尾
を
大
森
氏
の

城
郭
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
以
後
、
城
郭
研
究
者
の
手
に
よ
っ
て
再
三
調
査
さ

れ
、
お
お
む
ね
沼
館
の
調
査
を
今
ヘ
ー
ス
に
し
て
、
城
ヶ
尾
を
城
館
跡
と
取
扱
っ
て

い
る
。昭

和
五
二
年
（
完
橿
）
、
裾
野
市
立
深
良
中
学
校
が
城
ヶ
尾
に
移
転
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
建
設
に
先
立
っ
て
予
備
調
査
を
実
施
し
た
と
ゞ
）
ろ
、
城
館
跡
遺
構

と
思
わ
れ
る
士
塁
が
確
認
さ
れ
た
。
ゞ
）
の
結
果
、
同
年
七
月
か
ら
九
月
ま
で
本
調

査
を
実
施
し
た
。
調
査
は
、
丘
陵
平
坦
面
を
大
き
く
南
調
査
区
と
北
調
査
区
に
分

け
、
城
館
跡
は
、
南
調
査
区
の
丘
陵
平
坦
面
の
一
段
高
く
な
っ
た
部
分
で
あ
っ
て
、

こ
の
部
分
の
平
坦
面
全
体
に
幅
三
ｍ
の
発
掘
区
を
井
桁
に
設
定
し
、
さ
ら
に
中
央

部
に
一
○
ｍ
×
一
○
ｍ
の
発
掘
区
を
設
定
し
て
調
査
を
開
始
し
た
。
井
桁
の
発
掘

76

じ
よ
う
が
お

城
ヶ
尾
遺
跡

区
か
ら
は
、
若
干
の
土
師
器
・
須
恵
器
が
出
土
し
、
中
央
の
発
掘
区
か
ら
は
、
少

量
の
陶
磁
器
片
が
出
土
し
た
。
ま
た
土
坑
七
カ
所
と
石
囲
い
炉
一
カ
所
が
検
出
さ

れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
直
接
城
館
跡
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
発
掘
区
の

北
側
に
検
出
さ
れ
た
土
塁
と
空
堀
は
、
Ａ
区
と
Ｉ
区
で
東
西
方
向
に
延
長
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

調
査
は
、
翌
五
三
年
（
元
荒
）
二
月
、
再
開
さ
れ
、
予
備
調
査
で
設
定
さ
れ
た

Ｂ
・
Ｃ
．
Ｄ
区
を
、
さ
ら
に
平
坦
面
か
ら
丘
陵
斜
面
ま
で
延
長
し
て
調
査
し
た
が
、

遺
物
、
遺
構
は
検
出
さ
れ
ず
、
全
体
が
地
山
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
ま
た
土
塁
下
部

と
そ
の
周
辺
の
調
査
で
は
、
土
坑
四
カ
所
を
検
出
し
た
が
、
前
年
、
調
査
し
た
も

の
と
同
じ
で
あ
り
、
空
堀
の
調
査
は
、
Ａ
区
と
Ｉ
区
で
検
出
し
た
堀
を
結
ぶ
線
上

に
、
Ａ
ｌ
ｋ
地
区
を
設
定
し
調
査
し
た
が
、
空
堀
内
よ
り
少
量
の
遺
物
を
検
出
し

た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

遺
構
三
地
点
で
計
測
さ
れ
た
土
塁
（
第
１
図
）
の
基
底
幅
は
、
平
均
九

’
九
・
五
ｍ
、
基
底
部
よ
り
現
存
頂
部
ま
で
の
高
さ
は
、
○
・
八
’
○
・
九
ｍ
で
、

い
ず
れ
の
地
点
で
も
ほ
ぼ
同
規
模
で
あ
る
。
Ｉ
区
の
土
塁
断
面
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
層

は
、
黒
色
土
で
厚
さ
三
五
四
Ⅱ
層
は
、
茶
色
士
で
厚
さ
三
七
皿
Ⅲ
層
は
黒
褐

色
土
で
二
五
ｍ
の
厚
さ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
土
塁
土
居
の
土

質
分
析
を
し
た
県
立
吉
原
高
等
学
校
教
諭
増
島
淳
は
、
土
塁
構
成
土
居
に
つ
い
て
、

本
地
域
に
お
い
て
は
、
血
Ⅱ
砂
沢
ラ
ピ
リ
層
よ
り
新
し
い
画
Ⅱ
カ
ワ
ゴ
平
パ
ミ
ス

層
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
土
塁
の
構
築
時
期
を
土
層
か
ら
知
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
が
、
土
塁
を
構
成
す
る
土
居
の
う
ち
、
人
工
が
加
え
ら
れ
て
い
る
土

層
、
及
び
構
築
方
法
を
知
る
手
が
か
り
は
若
干
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
土
塁
の
カ

ッ
ト
面
を
観
察
す
る
と
、
砂
沢
ラ
ピ
リ
層
以
下
は
自
然
堆
積
層
で
あ
る
が
、
そ
の
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上
部
の
極
暗
褐
色
土
居
か
ら
上
部
は
人
工
に
よ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
土

塁
の
構
築
方
法
は
、
肉
眼
的
特
徴
か
ら
み
て
、
カ
ワ
ゴ
平
パ
ミ
ス
か
ら
な
る
堆
積

物
の
混
入
量
が
上
下
で
自
然
状
態
に
対
し
て
逆
転
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ

の
模
式
的
な
推
定
構
築
図
を
第
２
図
に
示
し
て
お
く
。

こ
の
ゞ
｝
と
か
ら
、
士
塁
構
築
時
の
表
土
は
、
Ⅲ
層
の
黒
褐
色
土
と
考
え
ら
れ
、

土
塁
は
、
そ
の
上
に
空
堀
か
ら
掘
り
出
し
た
茶
色
土
を
、
堤
状
に
固
め
な
が
ら
構

築
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
土
塁
が
空
堀
と
接
す
る
基
底
部
は
、
後
世
、

耕
作
時
に
削
ら
れ
、
か
な
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
土
塁

基
底
部
に
該
当
す
る
一
○
ｍ
の
範
囲
に
帯
状
の
黒
褐
色
土
は
、
南
地
区
台
部
の
大

部
分
に
は
見
ら
れ
ず
、
耕
作
、
植
林
時
に
失
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
土
塁
の

基
底
幅
を
○
・
九
ｍ
と
す
れ
ば
、
土
塁
の
高
さ
は
、
一
般
的
に
は
四
ｍ
以
上
と
推

定
さ
れ
る
。
Ｉ
ト
レ
ン
チ
の
土
塁
基
底
部
直
上
の
第
Ⅱ
層
茶
褐
色
士
中
か
ら
、
士

師
器
三
片
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
士
塁
構
築
時
期
は
、
古
墳
時
代
を
さ
か
の
ぼ

る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

空
堀
（
第
１
図
）
は
、
表
面
調
査
と
予
備
調
査
で
、
丘
陵
上
を
東
西
方
向
に
横

断
し
た
、
延
長
約
七
五
ｍ
の
空
堀
と
土
塁
が
確
認
さ
れ
、
Ａ
ｌ
ｋ
地
区
を
全
面
調

査
し
た
結
果
、
第
１
図
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
地
点
で
計
測
し
て
も
平
均
の
幅
九

’
一
○
ｍ
『
最
深
部
○
・
八
’
○
・
九
ｍ
で
、
断
面
は
、
ゆ
る
や
か
な
レ
ン
ズ
状

を
呈
し
て
い
た
。
空
堀
内
は
黒
色
土
が
堆
積
し
、
二
層
に
区
分
で
き
る
。
一
層
は

黒
色
土
、
二
層
は
黒
色
士
に
少
量
の
ス
コ
リ
ァ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
空
堀
内
か
ら

完
形
石
鍼
一
点
、
黒
曜
石
片
二
点
、
土
師
器
片
三
点
、
陶
器
片
が
検
出
さ
れ
た
が
、

攪
乱
は
全
面
に
及
ん
で
い
た
。
空
堀
は
、
丘
陵
上
を
東
西
に
横
断
し
て
い
る
が
、

東
端
は
支
谷
に
下
り
、
西
端
は
竪
堀
状
に
丘
陵
斜
面
を
下
っ
て
い
る
。

こ
れ
以
外
の
遺
構
に
、
土
坑
が
九
カ
所
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
直
接
、
城
館
跡

と
結
び
つ
く
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
士
坑
は
、
調
査
区
全
体
に
分
布
し
、
上

部
が
攪
乱
さ
れ
て
い
る
た
め
、
切
り
込
み
は
明
瞭
で
な
い
。
土
坑
内
の
覆
土
は
、

表
土
、
茶
色
土
、
白
色
軽
石
層
、
茶
褐
色
土
居
、
栗
色
土
層
と
堆
積
し
、
土
坑
底

部
は
、
茶
褐
色
土
居
で
と
ま
っ
て
い
る
。
茶
褐
色
土
居
は
、
当
地
方
で
は
富
士
マ

サ
と
呼
ば
れ
る
固
く
し
ま
っ
た
火
山
灰
層
で
、
土
坑
底
部
は
い
ず
れ
も
固
居
で
と

ど
ま
っ
て
い
る
ゞ
）
と
が
共
通
し
て
い
る
。
士
坑
は
、
形
状
か
ら
皿
状
、
漏
斗
状
、

皿
状
に
柱
穴
を
伴
う
も
の
の
三
種
類
に
分
類
で
き
る
。
士
坑
内
か
ら
土
師
器
の
小

片
が
出
土
し
て
い
る
が
上
面
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
構
築
時
期
や
性
格
を
明
ら
か

に
す
る
遺
物
は
出
土
し
な
か
っ
た
。

遺
物
図
版
の
１
は
、
青
灰
濁
色
の
釉
（
鬼
板
）
が
か
か
る
播
鉢
の
破
片
で
、

数
条
の
播
目
が
み
え
る
。
美
濃
古
窯
産
の
特
色
を
も
ち
、
一
六
世
紀
代
の
も
の
と

思
わ
れ
る
。
２
は
、
全
体
に
茶
黒
褐
色
の
光
沢
の
あ
る
鉄
釉
の
か
か
る
、
天
目
茶

碗
の
口
縁
部
破
片
で
、
播
鉢
と
同
時
期
の
美
濃
古
窯
産
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
３

は
、
や
や
厚
手
の
灰
釉
の
か
か
っ
た
、
志
野
焼
風
の
小
皿
破
片
で
、
》
）
れ
も
同
時

期
の
も
の
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
４
は
、
同
じ
灰
釉
の
か
か
っ
た
角
の
あ
る
円
帯
を

め
ぐ
ら
す
陶
片
で
あ
る
が
、
器
形
は
不
明
で
あ
る
。
（
奥
田
直
栄
記
中
野
国
雄

補
筆
）
そ
の
他
に
、
「
か
わ
ら
け
坏
」
破
片
と
、
窯
不
明
の
陶
片
が
若
干
あ
っ
た
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
の
土
塁
は
『
東
北
端
に
一
ま
わ
り
小
さ
な
土
塁
が
鈍
角

や
げ
ん

を
な
し
て
存
す
る
だ
け
で
あ
る
し
、
空
濠
も
中
世
通
有
の
薬
研
堀
や
箱
堀
で
は
な

く
、
ご
く
ゆ
る
や
か
な
Ｕ
字
形
を
な
す
変
わ
っ
た
空
濠
で
あ
る
。
そ
の
他
に
顕
著

な
遺
構
が
見
当
た
ら
ず
、
士
坑
も
年
代
不
詳
で
あ
る
し
、
柱
穴
状
の
も
の
も
建
造

物
を
示
す
ほ
ど
に
は
及
ば
な
い
。
し
か
し
一
種
の
防
御
施
設
で
あ
る
こ
と
は
間
違
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第五章歴史時代

図版城ケ尾遺跡出土陶片

い
な
か
ろ
う
。
出
土
遺
物
は
、
わ
ず
か
な
破
片
し
か
な
く
、
し
か
も
あ
い
ま
い
な

と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
城
郭
的
遺
構
の
年
代
論
の
決
定
的
な
き
め
て
に
は
な
ら
な
い

が
、
層
位
の
観
察
か
ら
須
恵
器
、
土
師
器
の
年
代
よ
り
も
、
城
郭
遺
構
に
結
び
つ

く
公
算
が
強
い
。
（
奥
田
直
栄
）

現
状
発
掘
調
査
後
、
裾
野
市
立
深
良
中
学
校
敷
地
と
な
り
完
全
に
消
滅
し
た
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
笹
津
海
祥
ほ
か
「
裾
野
市
深
良
城
ヶ
尾
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
裾

野
市
教
育
委
員
会
一
九
七
七
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77

ふ
か
ら
じ
よ
う
た
ん
や
し
き

深
良
上
丹
屋
敷

所
在
地
裾
野
市
深
良
字
原
三
○
一
六
番
地

位置図

1 1

1 1

上丹屋敷範囲図
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第五章歴史時代

＝

日
日
■
８
日
日
日
１
１
１
１
《
、

闇
一
、
“

》
壷

Ｌ

池
｛４
｜
ｏ
三
四

ｗ
一
二
四
〈

」L

唖
三
一
八
一
斗

一
課
一
》

Ｚ“画
。

ｎⅡ
ニ
ュ
ー
陞

'458

Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
彗
一
虹
◎

一
斗

一
木
一
六Ｌ

Ｊ

三重
と1 1 1
高 、 14羽1 ，4コワI －頁

上丹屋敷地籍図

位
置
と
立
地
深
良
須
釜
方
面
か
ら
南
へ
向
か
っ
て
流
れ
る
、
旧
深
良
川
（
古

川
）
が
、
原
地
区
で
大
き
く
逆
．
の
字
状
に
迂
回
す
る
内
側
に
囲
ま
れ
た
、
海
抜

三
三
ｍ
の
と
〉
一
ろ
に
位
置
す
る
。
方
約
八
○
ｍ
ほ
ど
あ
る
平
坦
地
で
、
北
か
ら

西
、
南
側
を
古
川
の
沢
谷
が
台
状
平
面
を
浸
食
し
て
流
れ
、
東
側
に
広
く
開
け
て

い
る
。発

見
と
調
査
昭
和
一
○
年
代
、
沼
館
愛
三
が
踏
査
し
、
中
世
大
森
氏
の
居
館

跡
と
し
て
、
「
駿
東
地
方
の
城
郭
の
研
究
」
に
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
五

○
年
代
の
前
半
に
、
相
前
後
し
て
伊
禮
正
雄
、
関
口
宏
行
、
中
野
国
雄
が
調
査
し

て
い
る
。
（
深
良
陣
山
土
居
の
項
参
照
）
市
史
編
さ
ん
事
務
局
の
城
館
跡
調
査
で
、

上
丹
屋
敷
と
い
う
の
は
沼
館
愛
三
が
呼
称
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
地
元
で
は
古
屋

敷
と
い
い
、
勝
又
家
の
屋
敷
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。

遺
構
本
屋
敷
地
の
南
西
に
小
丘
が
あ
り
、
沼
館
、
伊
禮
、
関
口
の
調
査
で
は

こ
の
小
丘
を
本
居
館
跡
の
土
塁
祉
と
し
、
中
野
は
「
静
岡
県
の
中
世
城
館
跡
」
に

松
て
、
古
墳
の
可
能
性
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
上
丹
古
墳
の
項
参
照
）

遺
構
の
特
徴
古
川
（
旧
深
良
川
）
の
迂
曲
部
を
天
然
の
要
害
と
し
た
、
中
世

大
森
氏
の
居
館
跡
で
あ
る
と
い
う
。

現
状
水
田
、
芝
畑
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
深
良
陣
山
・
堀
ノ
内
の
項
と
同
じ
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蛾

鐘I'季 酔

上丹屋敷望景(南西から）

（
用
語
解
説
）

ど
い

土
塁
土
を
盛
り
あ
げ
て
堤
防
状
に
し
た
防
御
施
設
で
、
土
居
と
も
い
う
。
外

側
に
堀
を
掘
っ
た
時
に
出
た
土
を
内
側
に
盛
り
あ
げ
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
、
》
｝

れ
を
掻
上
土
塁
と
も
い
っ
て
い
る
。
居
館
跡
に
よ
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
山
城
跡
で
、

地
形
に
よ
っ
て
地
山
を
削
り
出
し
て
土
塁
の
形
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
土
塁
の
規

そ
こ
じ
き

模
は
ま
ち
ま
ち
で
、
大
き
な
も
の
は
底
辺
（
底
敷
）
三
一
ｍ
、
高
さ
四
ｍ
位
あ
る
。

う
ま
ふ
み

断
面
は
台
形
で
上
面
を
馬
踏
と
も
い
う
。
馬
踏
に
木
柵
、
塀
な
ど
設
け
た
例
も
あ

い
い
ば
し
り

む
し
ゃ
ば
し
り

り
、
こ
の
場
合
、
そ
の
外
側
を
犬
走
、
内
側
の
テ
ラ
ス
状
の
通
路
を
武
者
走
な
ど

と
も
い
ゞ
フ
。
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第五章歴史時代

と
み
ざ
わ
ま
き
は
し
お

沼
富
沢
牧
橋
尾
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
富
沢
字
牧
橋
尾
五
八
五
番
地
付
近

位置図

●
‐
『
。
ノ
ロ
Ｑ
ノ
『
↑

。
｜
，
・
・
。
牝
鷲
、
，
繊
磐
．
、
『
二
つ
‐
．
書
』
．
．
《
。
、
、
亀
簿
ぃ
↑
↓
左
，
・
面
、

燕
討
鴬
蕊
繊
蔑
《

や
此
一
口
で
》
・
誌
令
ク
錐
ベ

・
壬
々
・
守
口
上

？
・
心
、
ｌ
啓
一
，
釦
ｗ
・
・
隼
・
二
戸
豈
当
．
妾
」
診

沸
砕
．
－
１
へ
《
辨
吋
》
》
副
戯
臺
口
も
壺
杢
斗
計
計
一
斗
》
一
一
号
畠

凸》
」
．

↓
、

戸

口

ぎ

う
手
△
牢
減
｛
、
剖
三
！
嘩
薙
流
・
圭
壁
宅
、
‐

奇
一
シ
，
一
審
毎
含
Ｆ
一
詮
．
．
‐
々
叩
、
｜
〃
ｒ
ゞ

蕊
駁
毒
誘
要
聖
」
＆
》
ゞ

４
，
ｑ
０
少

痩
《
峨
棚
撫
蕊
罰
母
執
蝋
》
職
辱
、

凸

夕

Ｂ
ｆ

９

Ｕ
■
。
￥
Ｆ
、

●
■
望
Ｐ
酢

■
ロ
、
■
邑
己
・

Ｐ
グ
や
Ｐ
。
ｒ
・
も
函
毎
マ
．
℃
０
Ｆ
凸
二
㎡
。
。

，
師
別
ｕ
一
。
も
一
、
寺
唱
４
夛
銀
』
〃
Ｔ
ｒ
仁

峰
一
《

Ｂ
等
。
ｌ
ｂ
ｑ
・

乱
・
式
瑠

号

‐
ｑ
、
』
０
，

熱&謡
淳や亀. , ．

“ ･芦

． 可
■ q 可

、
" い

、． ‘室.…為. ，
! 『ずrF . ‘,､‐ ､,．、． ．.

全 理 ‐今｡， ′十 ・

ｋ

０
も
ｒ
ｑ

省
．
』
、マ､､斎

事 ゾ

』
ロ
一
．
岳

廿
ゞ
僻
仁
簿
諸
念
惑
ぎ
ず
城
．
》
春
．
《
↑
、
。

令
名

〆
．
〉
咽
令
マ
リ
●

Ｆ
’
患
い
、
康
心
櫻
厳
顧
如
、
《
・
・

み

↑

■

今

．

Ｐノーマー。『Ｉ｜・ヨニ宅．、鋼、今・・参

ｆ

鍼
増
舞
一
》
》
ぜ
。
、
↑
《

》
●
“
二
・
ｔ
０
－
酉
邑
」
。
、

夕
二
参
Ｊ
・
身
。
ｊ
．
〃
『
勺
。
卓
●
、
．

〃
’
。
．
、
“
仙
凸
，
Ｗ
・
ゞ
．
“
》
《
”
玲
一
蒋
渉
↓
●
奄
一
話
・
録
・
翌
．
》

毎
ｒ

ず
守
』
ロ
や
。
■
弛
一
・
凸
。
■
。
●
一
Ｊ
一
勺
。
■
《
ワ

・
乳
・
』
二
‐
ら
〆
診
．
＠
．
ダ
・
鯉
．
ず
』
．
。
、
谷
●
令

、
、
．
‐
↑
、
〆
・
が
幸
‐

ゆ

。

。
〃
Ｌ
、
、
、
Ｌ
ｏ
１
９
・
ｏ
９
Ｇ
マ
ロ

ケ
↓
八
．
『
・
・
・
罪
謎
鰊
哩
．
誇
津
．
》
仁

ｆ
、
、
今

ノ ．

』

Ｌ

ら

】

帝

》

咄

免

・

ｒ

０

低

早

口

目

富沢牧橋尾遺跡出土鏡拓影・写真
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代
一
三
’
四
世
紀
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遺
物
鏡
は
面
径
九
・
二
ｍ
の
銅
鏡
。
縁
帯
は
直
角
に
立
ち
上
が
る
。
鏡
背
の

外
区
は
二
帯
の
細
線
文
帯
を
め
ぐ
ら
し
、
内
区
に
咲
き
乱
れ
る
菊
花
と
二
羽
の
遊

雀
、
下
方
に
州
浜
の
流
文
を
鋳
表
し
て
い
る
。
菊
花
文
紐
で
あ
る
。
鋳
上
が
り
は

比
較
的
良
好
で
あ
る
が
、
士
中
に
埋
も
れ
て
い
た
た
め
か
腐
食
の
凹
凸
が
み
ら
れ

る
。
縁
帯
が
立
ち
上
が
り
、
背
文
の
特
徴
か
ら
菊
花
双
雀
鏡
と
い
わ
れ
、
鎌
倉
時

東
方
向
に
流
れ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
明
治
四
三
年
（
克
己
）
頃
、
ゞ
｝
こ
の
開
墾
地
畑
の
耕
作
中
、
一

尺
’
一
尺
五
寸
（
約
三
○
’
四
五
四
位
の
地
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
す
る
。
昭

和
五
一
年
（
充
実
）
二
月
、
芹
沢
充
寛
が
調
査
し
て
い
る
。
遺
構
、
伴
出
遺
物
等

位
置
と
立
地
富
沢
下
の
集
落
か
ら
長
泉
町
と
接
し
て
い
る
、
字
牧
橋
尾
の
丘

陵
平
坦
部
の
南
斜
面
か
ら
鏡
が
出
士
し
た
と
い
う
。
南
側
に
梅
木
沢
の
沢
谷
が
南

は
不
明
で
あ
る
。

文
献
渡
辺
慎
一
・
芹
沢
充
寛
「
富
沢
山
出
土
の
銅
鏡
」

遺
跡
の
特
徴
こ
の
時
代
の
鏡
面
が
出
土
す
る
遺
跡
は
、
経
塚
が
多
い
。

現
状
畑
地
で
あ
る
。
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第五章歴史時代

79

お
お
は
た

大
畑
遺
跡
（
上
屋
敷
地
区
・
中
屋
敷
地
区
）

所
在
地
裾
野
市
大
畑

位置図

位
置
と
立
地
愛
麿
山
の
東
麓
、
北
方
の
葛
山
、
千
福
か
ら
南
下
し
て
く
る
佐

野
川
が
黄
瀬
川
に
合
流
す
る
地
点
の
南
西
に
位
置
し
、
す
ぐ
近
く
に
は
著
名
な
景

勝
地
、
五
竜
の
滝
が
あ
る
。
愛
麿
山
か
ら
放
射
状
に
伸
び
る
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
台

状
平
坦
地
に
広
が
る
大
畑
の
集
落
の
西
辺
部
に
あ
り
、
現
在
は
東
名
高
速
道
路
と

並
行
し
て
走
る
国
道
二
四
六
号
裾
野
等
ハ
イ
パ
ス
が
遺
跡
の
上
を
通
過
し
て
い
る
。

発
見
と
調
査
国
道
二
四
六
号
裾
野
、
ハ
イ
パ
ス
路
線
内
に
、
大
畑
城
跡
の
一
部

が
か
か
る
こ
と
、
ま
た
、
上
屋
敷
・
中
屋
敷
な
ど
の
小
字
名
が
残
り
、
居
館
跡
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
現
地
踏
査
で
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
わ
た
る
遺
物

が
多
数
表
面
採
集
さ
れ
た
ゞ
｝
と
に
よ
り
、
昭
和
五
九
年
（
元
凸
）
一
月
二
○
日
か

ら
第
一
次
調
査
が
行
わ
れ
た
。
上
屋
敷
地
区
か
ら
は
、
建
物
跡
に
な
る
と
思
わ
れ

る
柱
穴
が
多
く
見
つ
か
っ
た
こ
と
、
小
鍛
冶
趾
と
推
定
さ
れ
る
焼
土
が
広
範
囲
に

点
在
し
て
い
た
こ
と
、
豊
富
に
出
土
し
た
か
わ
ら
け
に
混
じ
っ
て
裾
野
市
で
は
類

例
が
あ
ま
り
な
い
中
国
製
の
磁
器
が
多
く
見
つ
か
っ
た
一
｝
と
な
ど
の
経
緯
を
へ
て
、

同
年
四
月
一
○
日
か
ら
本
調
査
が
実
施
さ
れ
、
一
二
月
一
五
日
に
は
終
了
し
て
い

る
。
中
屋
敷
地
区
か
ら
は
近
世
陶
磁
器
片
に
混
じ
っ
て
、
か
わ
ら
け
・
中
国
産
陶

磁
器
片
が
出
土
し
、
南
北
に
縦
断
す
る
溝
も
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
上
屋
敷

地
区
と
並
行
し
て
本
調
査
が
行
わ
れ
、
五
月
三
○
日
に
終
了
し
た
。

上
屋
敷
地
区

層
序
と
遺
構
層
序
は
一
様
で
は
な
く
、
六
区
以
北
の
、
調
査
時
ま
で
水
田
が

営
ま
れ
て
い
た
一
段
高
い
区
域
は
七
層
に
分
け
ら
れ
る
が
、
一
六
区
以
南
の
畑
地

で
は
表
土
を
取
り
除
く
と
す
ぐ
基
盤
層
が
現
れ
た
。
区
域
ご
と
の
基
本
的
な
層
序

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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遺跡範囲図
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第五章歴史時代

大畑遺跡周辺地形図及び裾野バイパス路線図
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大畑城跡・大畑遺跡全景(南から） バイパス工事着工前

（
三
区
’
六
区
）
第
１
ａ
層
耕
作
土
（
水
田
）
。
第
１
ｂ
層
赤
褐
色
土
、
粘

性
強
く
、
硬
い
。
第
Ｉ
Ｃ
層
暗
黄
褐
色
土
、
粘
性
強
く
、
極
め
て
硬
い
。
第
１

ｄ
層
黒
褐
色
士
。
第
１
ｅ
層
灰
褐
色
土
、
小
石
を
多
量
に
含
み
、
硬
い
。
第

Ⅱ
層
暗
黒
褐
色
土
、
粘
性
弱
く
、
や
や
軟
ら
か
い
。
遺
物
包
含
層
。
第
Ⅲ
層

黄
褐
色
土
、
粘
性
弱
く
、
や
や
硬
い
・
遺
構
検
出
面
、
基
盤
層
。

（
七
区
’
一
三
区
）
第
１
ざ
層
耕
作
土
（
畑
）
。
第
１
廿
層
旧
耕
作
土

（
畑
）
。
第
Ⅱ
層
暗
黒
褐
色
士
。
第
Ⅲ
層
黄
褐
色
士
。

二
四
区
’
一
五
区
）
第
１
ざ
層
耕
作
土
（
畑
）
。
第
Ⅱ
層
暗
黒
褐
色
土
。

第
Ⅲ
層
黄
褐
色
士
。

（
一
六
区
’
一
八
区
）
第
１
ざ
層
耕
作
士
（
畑
）
。
第
Ⅲ
層
黄
褐
色
士
。

主
と
し
て
遺
物
は
第
Ⅱ
層
か
ら
出
土
し
、
遺
構
は
第
Ⅲ
層
か
ら
検
出
さ
れ
た
。

遺
構
の
種
類
と
数
は
次
の
と
お
り
で
、
土
坑
状
遺
構
六
○
基
、
竪
穴
式
住
居
跡

二
基
、
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
一
○
四
六
基
、
掘
立
柱
建
物
跡
四
基
、
溝
状
遺
構
一
六
基
、

小
鍛
冶
遺
構
二
七
基
、
中
世
墓
一
基
、
集
石
土
肱
一
基
が
検
出
さ
れ
た
。

土
坑
状
遺
構
（
Ｓ
Ｋ
）
遺
物
が
出
土
し
、
そ
の
遺
構
の
年
代
や
性
格
が
推
定
で

き
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
Ｓ
Ｋ
１
は
（
図
版
１
）
Ｅ
’
一
四
◆
一
五
区
に
位
置

し
、
南
側
は
現
代
の
芋
穴
に
よ
り
削
ら
れ
て
い
る
。
長
径
二
○
七
四
深
さ
七
二

ｍ
の
隅
丸
方
形
の
土
坑
で
あ
る
。
山
茶
碗
の
底
部
と
線
刻
石
製
品
が
出
土
し
て
い

る
。
平
安
時
代
末
期
の
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｋ
２
（
図
版
１
）
は
Ｅ
’
一

三
・
一
四
区
に
位
置
す
る
。
長
径
一
五
三
咽
短
径
一
三
七
咽
深
さ
九
一
ｍ
の

隅
丸
方
形
の
士
坑
で
、
山
茶
碗
の
底
部
と
か
わ
ら
け
の
破
片
、
大
小
の
礫
が
出
土

し
て
い
る
。
平
安
時
代
末
期
ｌ
鎌
倉
時
代
初
頭
の
土
坑
と
思
わ
れ
る
。
Ｓ
Ｋ
３

（
図
版
１
）
は
Ｅ
’
一
五
区
に
位
置
し
、
長
径
一
○
三
皿
短
径
九
六
皿
深
さ
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第五章歴史時代

五
四
ｍ
の
規
模
を
も
つ
円
形
の
士
坑
で
、
山
茶
碗
の
底
部
が
出
土
し
て
い
る
が
、

出
土
位
置
が
上
端
に
近
い
た
め
、
土
坑
に
伴
う
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
Ｓ
Ｋ
肥

は
Ｃ
ｌ
八
区
に
位
置
す
る
。
長
径
一
五
四
四
短
径
二
六
哩
深
さ
二
二
ｍ
の

か
す
が
い

隅
丸
楕
円
形
の
土
坑
で
鑓
と
礫
が
出
土
し
て
い
る
。
灰
の
流
れ
込
み
が
み
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｋ
四
は
Ｃ
・
Ｄ
ｌ
八
区
に
位
置
す
る
。
長
径
一
九
二
四
短
径
七
六
四
深
さ

一
八
ｍ
の
隅
丸
長
方
形
の
土
坑
で
、
か
わ
ら
け
と
砥
石
の
他
、
二
五
’
三
○
ｍ
大

の
礫
及
び
直
径
二
五
ｍ
の
鏡
餅
状
の
円
礫
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｋ
別
は
Ｄ
’
八

区
に
位
置
す
る
。
長
径
七
九
四
短
径
六
九
四
深
さ
三
三
ｍ
の
隅
丸
方
形
の
士

坑
で
、
青
磁
・
か
わ
ら
け
・
釘
・
多
量
の
炭
化
物
が
出
土
し
て
い
る
。
平
安
時
代

末
ｌ
鎌
倉
時
代
初
頭
の
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｋ
鉈
・
認
は
Ｃ
ｌ
七
区
に
位
置

す
る
。
Ｓ
Ｋ
鋤
は
Ｓ
Ｋ
認
を
切
っ
て
検
出
さ
れ
、
長
径
九
一
皿
短
径
八
○
皿

深
さ
二
六
ｍ
の
ほ
ぼ
円
形
の
土
坑
で
、
炭
化
物
と
焼
土
が
多
量
に
混
入
し
て
い
る
。

小
鍛
冶
関
係
の
遺
構
か
、
あ
る
い
は
、
炭
化
物
・
焼
土
の
廃
棄
用
の
土
坑
で
あ
ろ

う
。
軽
石
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｋ
調
は
長
径
九
一
四
短
径
八
三
四
深
さ
二

三
ｍ
の
ほ
ぼ
円
形
の
士
坑
で
か
わ
ら
け
小
片
・
砥
石
の
他
、
炭
化
物
を
少
量
混
入

す
る
。
Ｓ
Ｋ
弱
は
Ｄ
’
三
・
四
区
に
位
置
し
、
長
径
九
四
・
五
皿
短
径
六
三
・

五
皿
深
さ
四
九
ｍ
の
楕
円
形
の
土
坑
で
、
土
師
器
甕
を
出
土
し
て
い
る
。
古
墳

時
代
中
期
の
土
坑
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｋ
Ｗ
ｌ
調
は
Ｃ
ｌ
四
区
に
位
置
し
、
三
基

重
複
し
あ
っ
て
検
出
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｋ
訂
は
長
径
八
一
皿
短
径
七
九
四
深
さ
四

五
ｍ
の
ほ
ぼ
正
円
形
の
土
坑
で
、
Ｓ
Ｋ
調
に
切
ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｋ
調
か
ら
鉄
津

と
石
床
と
思
わ
れ
る
も
の
が
出
土
し
て
い
る
が
、
石
床
は
覆
土
の
上
端
で
あ
る
〉
｝

と
か
ら
土
坑
に
伴
わ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

竪
穴
式
住
居
跡
（
Ｓ
Ｂ
）
二
基
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｂ
１
は
Ｄ
’
六
区

焔

詮議鴬必

疑霊

１
２
３

Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

上
下
上

右
右
左

､

図版1土坑状遺構(SK)
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に
位
置
し
、
二
七
五
ｍ
×
二
五
○
ｍ
の
方
形
プ
ラ
ン
を
も
つ
も
の
で
、
残
存
壁
高

は
一
九
’
二
七
叫
柱
穴
は
い
く
つ
か
検
出
し
て
い
る
も
の
の
、
Ｓ
Ｂ
１
に
伴
う

ふ
い
ど

も
の
か
ど
う
か
確
定
で
き
な
か
っ
た
。
土
師
器
甕
の
胴
下
部
破
片
、
鉄
津
、
輪
羽

口
、
磨
石
状
の
砥
石
が
出
土
し
て
い
る
（
図
版
３
１
１
）
。
土
師
器
の
年
代
か
ら
こ

の
遺
構
は
平
安
時
代
後
期
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｂ
２
（
第
１
図
、
図
版
２
）
は
Ｂ
’
六
区
に
位
置
す
る
。
三
六
五
ｍ
×
三
四

五
ｍ
の
方
形
プ
ラ
ン
を
も
ち
残
存
壁
高
は
一
八
’
二
三
叩
柱
穴
は
多
く
検
出
し

て
い
る
が
、
竪
穴
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
南
隅
に
焼
土
が
検
出
さ
れ
、
出

土
遺
物
、
構
造
か
ら
み
て
小
鍛
冶
遺
構
と
判
断
で
き
る
。
小
鍛
冶
遺
構
は
長
径
八

五
皿
短
径
五
八
ｍ
の
楕
円
形
で
、
第
四
層
が
火
床
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ゞ
三
か
ら
の
出
土
遺
物
は
鉄
津
一
点
の
み
で
あ
る
が
、
付
近
の
廃
棄
さ
れ
た

焼
土
と
思
わ
れ
る
中
か
ら
鉄
淳
二
点
、
輔
羽
口
破
片
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。
同

じ
竪
穴
内
に
、
〉
）
の
遺
構
の
す
ぐ
北
側
か
ら
も
う
一
基
小
鍛
冶
遺
構
（
Ｓ
Ｇ
妬
）

が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
検
出
面
か
ら
考
え
て
、
Ｓ
Ｂ
２
に
伴
う
も
の
で
な
く
、

新
し
い
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｂ
２
か
ら
は
、
土
師
器
甕
二
点
、
土
師
器
坏
三
点
、
手
握
土
器
一
点
、
鉄
製

か
な
は
だ

品
一
五
点
、
羽
口
五
点
、
鉄
澤
総
重
量
約
一
○
四
○
ｇ
、
鉄
膚
・
銅
津
・
砥
石
二

点
が
出
土
し
て
い
る
（
図
版
３
１
２
１
配
）
。
土
師
器
坏
は
い
ず
れ
も
高
熱
を
受

け
て
外
面
は
黒
く
変
色
し
、
部
分
的
に
亀
裂
や
ひ
ず
み
が
生
じ
た
り
、
器
胎
の
発

泡
化
も
目
立
つ
・
底
部
内
面
に
は
金
属
津
が
付
着
し
、
緑
青
が
ふ
い
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
近
接
し
た
地
点
か
ら
銅
津
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
坏

が
銅
製
品
の
鋳
造
に
使
わ
れ
た
、
る
つ
ぼ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鉄
製
品
に
は

獣
足
・
釘
・
留
金
具
・
刀
子
な
ど
が
あ
る
。
獣
足
は
鋳
造
品
で
、
土
師
器
坏
の
付

兎r雑

毎逃謬

図版2大畑上屋敷堅穴式住居跡SB2
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第五章歴史時代
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第五章歴史時代

以
上
、
検
出
遺
構
と
出
土
遺
物
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
Ｓ
Ｂ
２
が
小
鍛
冶
、
銅

鋳
物
生
産
の
場
、
す
な
わ
ち
工
房
跡
で
あ
る
と
断
定
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
時
期
は
出
土
し
た
土
師
器
か
ら
、
平
安
時
代
後
期
、
恐
ら
く
二
世
紀
代
と

考
え
る
。
Ｓ
Ｂ
１
も
Ｓ
Ｂ
２
に
関
連
し
た
遺
構
と
み
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

掘
立
柱
建
物
跡
（
Ｓ
Ｈ
）
本
遺
跡
で
検
出
し
た
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
は
一
○
○
○

を
超
え
る
。
互
い
に
関
係
づ
け
ら
れ
な
い
柱
穴
が
大
半
で
、
時
代
が
わ
か
る
も
の

も
少
な
い
が
、
四
棟
の
建
物
跡
が
確
認
で
き
た
。
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
真
北
に
中
軸
線

を
と
り
、
束
柱
を
備
え
た
床
張
り
の
建
物
で
あ
る
。

Ｓ
Ｈ
１
（
第
２
図
、
図
版
４
）
は
七
区
’
二
一
区
に
か
け
て
位
置
す
る
建
物
で
、

南
北
一
○
間
、
東
西
三
間
（
一
三
・
八
二
ｍ
×
七
ｍ
）
の
規
模
を
も
つ
。
西
側
に

は
南
北
六
間
、
東
西
一
間
の
張
り
出
し
部
が
つ
く
が
、
建
物
を
囲
む
溝
か
ら
考
え

て
、
ゞ
）
の
張
り
出
し
部
は
後
の
拡
張
部
と
考
え
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
重

な
り
合
っ
た
柱
穴
も
多
く
、
建
て
替
え
ま
た
は
補
修
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

建
物
を
構
成
す
る
柱
穴
か
ら
は
、
か
わ
ら
け
・
山
茶
碗
・
常
滑
甕
の
破
片
が
出
土

し
て
い
る
。
Ｓ
Ｈ
１
を
囲
ん
で
三
本
の
溝
状
遺
構
（
Ｓ
Ｄ
）
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
５
は
Ｓ
Ｈ
１
の
西
側
に
位
置
し
、
幅
二
○
’
六
○
四
深
さ
五
四
長
さ
一

一
・
七
ｍ
。
Ｓ
Ｄ
８
は
Ｓ
Ｄ
５
と
一
間
半
の
間
隔
を
お
い
て
南
北
に
伸
び
る
溝
で
、

幅
四
○
皿
深
さ
六
四
長
さ
六
・
九
ｍ
。
Ｓ
Ｄ
９
は
Ｓ
Ｈ
１
の
北
側
を
東
西
に

伸
び
る
溝
で
、
幅
三
○
’
四
○
四
深
さ
五
’
八
四
長
さ
九
ｍ
。
Ｓ
Ｄ
６
は
Ｓ

Ｈ
１
の
東
側
を
南
北
に
伸
び
る
溝
で
、
幅
四
○
’
六
○
四
深
さ
五
’
一
五
四

長
さ
二
三
ｍ
。
溝
の
基
盤
は
硬
く
し
ま
り
、
鉄
分
を
多
く
含
む
。
出
土
遺
物
は
山

茶
碗
・
常
滑
甕
・
常
滑
片
口
鉢
・
青
磁
・
か
わ
ら
け
・
刀
子
・
釘
・
有
孔
磨
製
石

近
か
ら
二
つ
に
折
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。

図版4大畑上屋敷掘立柱建物跡SH1(北から）
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鍼
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
有
孔
磨
製
石
鍼
は
弥
生
時
代
の
遺
物
で
あ
り
、
溝
に

伴
う
も
の
で
は
な
い
↑
）
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
Ｓ
Ｈ
１
の
時
期
は
、
柱
穴
ま
た
は

周
囲
を
囲
む
溝
か
ら
の
出
土
遺
物
の
年
代
を
も
と
に
、
一
二
世
紀
後
半
を
中
心
と

し
た
頃
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の
建
物
の
出
入
口
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｈ
１
の
西
側
に

伸
び
る
Ｓ
Ｄ
５
と
Ｓ
Ｄ
８
の
間
が
一
間
半
分
空
い
て
い
る
こ
と
か
ら
Ｓ
Ｈ
１
の
西

面
、
北
か
ら
五
間
目
の
位
置
が
推
定
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｈ
２
（
第
３
図
）
は
Ｓ
Ｈ
１
の
東
側
に
並
列
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
半
分

は
調
査
区
域
外
に
あ
た
り
全
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
『
規
模
は
推
定
で
き
る
。
南

北
一
○
間
、
東
西
三
間
（
二
二
・
○
八
ｍ
×
六
・
五
六
ｍ
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
東
側
、

南
側
へ
伸
び
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
Ｓ
Ｈ
１
と
同
規
模
の
建
物
で
あ
ろ
う
。
東
西

方
向
に
並
ぶ
柱
列
を
結
ぶ
線
の
延
長
線
上
に
、
Ｓ
Ｈ
１
の
建
て
替
え
あ
る
い
は
修

復
後
の
柱
穴
列
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｈ
２
の
建
築
は
そ
の
時
期
に
行
わ
れ
た

も
の
と
考
え
た
い
。
柱
穴
か
ら
常
滑
甕
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
破
片
は

Ｓ
Ｈ
１
を
構
成
す
る
柱
穴
か
ら
出
土
し
て
い
る
甕
と
同
一
個
体
の
破
片
で
あ
る
。

Ｓ
Ｈ
３
（
第
４
図
）
は
四
区
’
六
区
に
か
け
て
位
置
す
る
建
物
で
、
南
北
四
間
、

東
西
六
間
（
九
・
○
八
ｍ
×
一
二
・
九
四
ｍ
）
の
規
模
を
も
つ
。
東
辺
の
柱
列
は

西
隣
と
の
間
隔
が
狭
く
、
西
辺
の
柱
列
も
東
隣
と
の
間
隔
が
や
や
狭
い
。
ま
た
柱

ひ
さ
し

穴
も
多
少
貧
弱
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
・
西
廟
つ
き
の
建
物
と
も
考
え
ら
れ
る
。

重
な
り
合
っ
た
柱
穴
も
多
く
、
修
復
ま
た
は
建
て
替
え
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。
南

北
の
柱
列
は
、
Ｓ
Ｈ
１
の
南
北
柱
列
の
延
長
線
上
に
ほ
ぼ
重
な
り
、
同
時
期
の
建

物
と
考
え
ら
れ
る
。
柱
穴
か
ら
の
出
土
遺
物
は
、
か
わ
ら
け
・
山
茶
碗
・
青
白
磁

合
子
な
ど
の
破
片
・
釘
が
あ
り
、
ゞ
｝
の
う
ち
青
白
磁
合
子
は
、
国
内
で
は
一
二
世

紀
中
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
経
塚
か
ら
出
土
す
る
も
の
に
類
似
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｈ
４
（
第
５
図
）
は
六
区
’
八
区
に
か
け
て
位
置
す
る
建
物
で
、
南
北
四
間
、

東
西
四
間
〔
九
・
五
二
（
八
・
九
○
）
ｍ
×
九
・
八
八
（
九
・
○
四
）
ｍ
〕
の
規

模
を
も
ち
、
建
て
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｈ
１
・
Ｓ
Ｈ
２
・
Ｓ
Ｈ
３
の
い
ず
れ

と
も
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
が
、
Ｓ
Ｈ
４
が
、
Ｓ
Ｈ
１
１
３
に
先
行
す
る
も
の
か

後
の
も
の
か
は
残
念
な
が
ら
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
柱
穴
か
ら
の
出
土
遺
物
は
、

か
わ
ら
け
小
破
片
の
ほ
か
、
砥
石
・
鉄
津
が
あ
る
。

小
鍛
冶
遺
構
（
Ｓ
Ｇ
）
本
遺
跡
の
あ
る
時
期
を
特
徴
づ
け
る
遺
構
と
し
て
二

七
基
の
小
鍛
冶
遺
構
を
検
出
し
た
（
図
版
５
）
。
小
鍛
冶
火
床
（
小
鍛
冶
炉
）
の
構

造
を
も
と
に
分
類
す
る
と
Ａ
・
心
・
日
・
巳
の
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。
Ａ

タ
イ
プ
は
火
床
の
下
に
下
部
構
造
を
も
た
な
い
も
の
、
Ｂ
タ
イ
プ
は
下
部
構
造
を

も
つ
も
の
で
あ
る
。

Ａ
ｌ
地
山
を
掘
り
く
ぼ
め
、
そ
の
上
に
粘
質
士
を
は
っ
て
火
床
と
し
た
も
の
。

粘
質
土
は
焼
土
化
し
極
め
て
硬
い
。
地
山
は
熱
変
化
を
受
け
て
赤
変
し
て
い
る
。

こ
の
タ
イ
プ
の
も
の
に
は
Ｓ
Ｇ
１
・
皿
・
躯
・
羽
・
妬
が
あ
る
。
Ｓ
Ｇ
魂
の
火
床

か
ら
は
銅
津
・
鉄
津
・
鉄
盧
が
多
く
出
土
し
た
ほ
か
、
か
わ
ら
け
片
も
み
つ
か
っ

た
。
す
ぐ
北
側
に
隣
接
し
て
一
○
○
ｍ
×
五
五
皿
深
さ
一
○
ｍ
の
掘
り
方
が
検

出
さ
れ
、
覆
土
か
ら
は
中
量
の
鉄
津
と
と
も
に
多
量
の
鉄
膚
が
出
土
し
て
い
る
。

銅
津
の
出
土
か
ら
銅
鋳
物
も
↑
｝
の
火
床
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
Ｓ
Ｇ
羽
か

ら
は
鉄
津
・
か
わ
ら
け
片
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｇ
調
は
Ｓ
Ｂ
２
の
覆
土
を
掘
り

込
ん
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
火
床
に
は
焼
土
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
が
や
や
粗
く
、

焼
き
締
ま
り
方
も
弱
い
。
焼
土
中
か
ら
、
鉄
津
の
ほ
か
小
動
物
の
骨
と
み
ら
れ
る

も
の
が
出
土
し
て
い
る
。

心
ｌ
地
山
を
掘
り
く
ぼ
め
使
用
し
た
も
の
で
、
粘
質
土
は
は
ら
れ
て
い
な
い
。

貝ワワ
リ空白
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図版5大畑上屋敷小鍛冶遺構(SG)

地
山
は
熱
変
化
を
受
け
て
赤
変
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｇ
岨
が
こ
の
タ
イ
プ
で
、
残
存
状

態
は
よ
く
な
く
半
壊
し
て
い
る
。
火
床
の
底
に
は
灰
や
細
か
な
炭
化
物
が
付
着
し

て
硬
く
焼
き
締
ま
り
、
粘
土
を
は
っ
た
の
と
同
様
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
火
床

に
は
炭
化
物
が
多
量
に
堆
積
し
、
鉄
津
・
釘
・
鑓
が
出
土
し
て
い
る
。
周
囲
か
ら
出

土
し
た
鉄
津
も
多
い
。
Ｓ
Ｇ
肥
の
直
上
に
一
○
’
三
○
ｍ
大
の
石
が
二
○
個
近
く

投
棄
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
で
並
ぶ
が
、
ど
う
い
う
性
格
の
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

Ｂ
ｌ
地
上
を
い
っ
た
ん
大
き
め
に
掘
り
く
ぼ
め
て
下
部
構
造
を
つ
く
り
、
そ
の

上
に
粘
質
土
を
は
り
火
床
と
し
た
も
の
で
、
下
部
構
造
の
覆
士
に
は
、
炭
化
物
あ

る
い
は
焼
土
が
含
ま
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｇ
２
１
８
．
（
皿
）
．
ｎ
．
昭
・
妬
ｌ
Ⅳ
・

皿
・
妬
が
こ
の
タ
イ
プ
で
、
全
体
の
六
割
強
に
あ
た
る
。
Ｓ
Ｇ
咽
の
掘
り
方
の
底

か
ら
焼
土
が
検
出
さ
れ
、
》
｝
の
埋
士
お
よ
び
炭
化
物
を
含
ん
だ
層
か
ら
、
鉄
津
・

釘
・
鋸
が
出
土
し
て
い
る
他
、
火
床
と
そ
の
下
層
か
ら
も
鉄
津
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
の
他
Ｓ
Ｇ
６
・
皿
か
ら
鉄
津
・
鉄
盾
・
か
ら
わ
け
が
、
Ｓ
Ｇ
略
・
Ⅳ
・
弱
か
ら

か
わ
ら
け
が
出
土
し
て
い
る
。

巳
１
日
と
同
様
下
部
構
造
を
も
つ
が
、
粘
質
土
を
は
っ
た
痕
跡
が
み
あ
た
ら
な

い
も
の
で
、
Ｓ
Ｇ
ｎ
・
別
・
”
が
あ
る
。
Ｓ
Ｇ
型
か
ら
鉄
津
・
輪
羽
口
片
が
出
土

し
て
い
る
。

そ
の
他
、
小
鍛
冶
火
床
と
し
た
が
疑
問
が
残
る
も
の
に
、
Ｓ
Ｇ
９
・
凹
・
加
が

あ
る
。小

鍛
冶
火
床
の
構
造
は
、
南
伊
豆
町
の
日
詰
遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
と
よ

く
似
た
も
の
が
多
く
、
時
期
的
に
も
平
安
時
代
中
期
Ｉ
末
期
と
さ
れ
る
日
詰
遺
跡

の
そ
れ
に
近
い
が
、
日
詰
遺
跡
の
場
合
、
火
床
の
粘
土
が
焼
け
て
固
化
し
、
黒
色

な
い
し
灰
黒
色
の
炉
壁
を
形
成
し
て
い
る
の
に
比
、
、
へ
、
本
遺
跡
の
火
床
は
や
や
脆
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第五章歴史時代

弱
で
黒
色
の
炉
壁
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
重
複
し
て
い
る
火
床
も
あ
る
。
ゞ
｝

れ
は
、
本
遺
跡
の
小
鍛
冶
操
業
が
長
期
間
継
続
し
て
営
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
必

要
に
応
じ
数
次
に
わ
た
っ
て
そ
の
都
度
比
較
的
簡
単
な
小
鍛
冶
炉
を
つ
く
り
、
操

業
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

小
鍛
冶
遺
構
の
時
期
で
あ
る
が
、
出
土
遺
物
で
参
考
に
な
り
そ
う
な
も
の
は
、

Ｓ
Ｇ
９
の
白
磁
底
部
と
か
わ
ら
け
で
あ
る
。
Ｓ
Ｇ
９
を
小
鍛
冶
火
床
と
す
る
に
は

疑
問
が
残
る
ゞ
）
と
は
先
に
述
尋
へ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
小
鍛
冶
に
関
連
し
た
遺
構

も
し
く
は
排
土
と
考
え
る
の
は
順
当
で
あ
ろ
う
。
白
磁
底
部
は
、
玉
縁
碗
の
底
部

破
片
の
可
能
性
が
強
く
、
一
二
世
紀
’
一
三
世
紀
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
か

わ
ら
け
に
つ
い
て
は
細
片
で
あ
り
、
直
接
時
期
を
決
定
す
る
資
料
に
は
な
ら
な
い

が
、
小
鍛
冶
遺
構
が
構
築
さ
れ
て
い
る
面
か
ら
出
土
す
る
か
わ
ら
け
の
大
半
が
、

中
国
青
磁
な
ど
の
伴
出
遺
物
に
よ
り
、
一
二
世
紀
末
’
一
三
世
紀
初
頭
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
ゞ
｝
れ
ら
の
細
片
も
こ
の
時
期
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

小
鍛
冶
遺
構
群
と
範
囲
が
重
な
る
Ｓ
Ｈ
１
の
存
続
期
間
と
考
え
合
わ
せ
て
も
、
》
）

れ
ら
の
小
鍛
冶
遺
構
が
平
安
時
代
末
ｌ
鎌
倉
時
代
初
頭
の
遺
構
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
雪
フ
。

そ
の
他
、
小
鍛
冶
に
関
連
し
た
も
の
と
し
て
、
炭
化
物
の
散
布
が
目
立
っ
た
。

五
区
’
一
○
区
に
か
け
て
か
な
り
濃
く
広
が
っ
て
い
た
が
、
特
に
Ｃ
ｌ
七
・
八
区

で
は
数
カ
所
か
ら
多
量
に
炭
化
物
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
Ｃ
ｌ
七
区
か
ら
は
羽
口

片
・
鉄
層
・
椀
形
津
を
含
む
多
量
の
鉄
津
が
集
中
し
て
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
、
炭
の
集
積
場
、
廃
棄
場
で
あ
っ
た
ゞ
）
と
が
推
定
さ
れ
る
。

中
世
墓
（
Ｓ
Ｘ
）
大
畑
遺
跡
上
屋
敷
地
区
の
西
北
隅
に
あ
た
る
Ｂ
’
四
区
に

位
置
す
る
方
形
の
集
石
墓
で
あ
る
。
二
七
五
ｍ
×
二
三
五
ｍ
の
規
模
を
も
ち
、
周

囲
に
は
木
枠
を
埋
設
す
る
た
め
幅
二
○
’
二
三
ｍ
の
溝
を
ま
わ
す
。

Ｓ
Ｘ
１
（
第
６
図
）
の
構
造
を
検
出
の
順
序
に
従
っ
て
説
明
す
る
と
、
ま
ず
Ｉ

ｅ
層
を
取
り
除
き
Ⅱ
層
の
掘
り
下
げ
に
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
三
’
五
ｍ
大
の
河
川

礫
が
多
量
に
検
出
さ
れ
た
。
南
辺
と
西
辺
は
か
な
り
乱
れ
て
い
た
が
、
東
辺
と
北

辺
は
比
較
的
残
り
が
良
く
、
こ
の
集
石
が
方
形
の
プ
ラ
ン
を
も
ち
、
外
縁
を
径
一

五
ｍ
前
後
の
大
き
な
円
礫
で
区
画
し
て
い
た
ゞ
）
と
が
わ
か
っ
た
。
（
図
版
６
集

石
第
一
面
）

小
円
礫
を
多
量
に
含
む
砂
混
じ
り
の
灰
褐
色
土
を
剥
ぐ
と
砂
層
が
現
れ
た
。
砂

層
の
上
面
か
ら
布
目
瓦
一
点
と
か
わ
ら
け
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
中
央
や
や
北

寄
り
に
六
五
ｍ
×
六
○
ｍ
の
円
形
土
肱
（
第
一
主
体
部
）
を
検
出
す
る
と
と
も
に
、

方
形
の
区
画
の
四
周
か
ら
幅
二
○
’
二
三
ｍ
の
溝
を
検
出
し
た
。
こ
の
溝
か
ら
は

各
辺
二
点
ず
つ
、
先
端
を
外
側
に
向
け
た
状
態
で
鑓
が
出
土
し
た
（
図
版
７
１
１

１
７
）
。
錠
に
残
存
し
て
い
た
木
質
部
か
ら
判
断
す
る
と
各
辺
二
本
の
角
材
を
横

木
に
し
て
重
ね
、
二
個
の
錠
で
固
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
各
辺
の
連
結
は

木
組
み
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
図
版
６
砂
層
お
よ
び
第
一
主

体
部
）砂

層
を
剥
い
で
い
く
と
二
段
目
の
集
石
に
ぶ
つ
か
る
。
一
段
目
に
比
、
、
へ
、
使
用

さ
れ
て
い
る
円
礫
は
大
き
く
、
径
一
五
’
二
五
ｍ
大
の
も
の
が
多
く
、
な
か
に
は

四
五
ｍ
を
超
え
る
石
も
あ
る
。
平
た
い
形
状
の
も
の
を
選
ん
で
用
い
て
い
る
。
主

体
部
北
側
に
接
し
た
位
置
で
砂
居
で
あ
る
ゞ
へ
き
し
ベ
ル
か
ら
小
礫
が
か
た
ま
っ
て

検
出
さ
れ
、
別
の
施
設
が
予
想
さ
れ
た
。
（
図
版
６
集
石
第
二
面
）

二
段
目
の
集
石
を
取
り
除
く
と
、
接
し
て
三
段
目
の
集
石
が
現
れ
る
。
三
段
目

の
集
石
は
粘
土
層
の
上
面
に
敷
か
れ
、
淡
黄
褐
色
士
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
二
段
目
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第6図大畑上屋敷中世墓SX1実測図
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第五章歴史時代

集石第一面集石第三面

砂層および第1主体部粘十面

輪

蔦
塔
楓
睡
討
郵

蕊
ビ鉾

理

竺錘普酉"

完掘状態 集石第二面

図版6大畑上屋敷中世墓SX1(南から）
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第五章歴史時代

第7図「餓鬼草紙」平安時代末期第8図 『一遍聖絵』正安元年(1299)

よ
り
若
干
小
さ
め
の
円
礫
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
主
体
部
北
側
の
小
礫
を
は
ず
し
、

覆
土
ら
し
き
淡
黄
褐
色
土
を
掘
り
下
げ
る
と
粘
土
層
ま
で
達
す
る
土
砿
で
あ
る
ゞ
）

と
が
判
明
し
た
。
こ
の
土
拡
（
第
二
主
体
部
）
の
上
面
は
第
一
主
体
部
と
同
じ
と

考
え
ら
れ
る
。
（
図
版
６
集
石
第
三
面
）

三
段
目
の
集
石
を
取
り
除
く
と
、
厚
さ
一
○
翌
別
後
の
粘
土
層
（
図
版
６
粘

土
面
）
が
現
れ
る
。
こ
の
粘
土
層
を
剥
ぐ
と
基
盤
層
と
な
る
。
こ
の
基
盤
居
上
に
、

板
材
が
付
着
し
た
よ
う
な
痕
跡
が
東
西
方
向
に
六
条
検
出
さ
れ
た
。
六
条
の
筋
は

一
○
ｍ
幅
で
、
互
い
に
ほ
ぼ
四
○
叩
間
隔
で
並
ぶ
。
第
一
主
体
部
の
直
下
を
南
北

に
伸
び
る
排
水
溝
の
他
に
、
東
辺
と
西
辺
お
よ
び
南
辺
の
一
部
か
ら
も
排
水
溝
が

検
出
さ
れ
た
。
覆
士
は
砂
粒
を
多
量
に
含
む
。
幅
約
二
○
四
深
さ
八
叫
（
図

版
６
完
掘
状
態
）

第
１
主
体
部
六
五
ｍ
×
六
○
ｍ
の
円
形
土
砿
で
、
深
さ
は
中
心
で
四
五
叩

覆
土
は
灰
黄
褐
色
で
粘
性
は
な
く
、
粒
子
は
粗
い
。
し
ま
り
は
や
や
硬
い
。
士
肱

の
中
心
付
近
に
は
砂
質
ブ
ロ
ッ
ク
が
詰
ま
る
。
粉
末
状
の
焼
骨
は
土
肱
全
体
に
散

ら
ば
る
が
、
特
に
ゞ
）
の
下
部
か
ら
多
く
検
出
さ
れ
て
い
る
。
遺
物
は
釘
一
○
点
、

か
わ
ら
け
片
二
点
が
出
土
。
釘
は
出
土
位
置
か
ら
、
ａ
ｌ
ｂ
ｌ
Ｃ
ｌ
ｄ
、
ｉ
ｊ
、

ｅ
ｌ
ｆ
ｌ
ｇ
ｌ
ｈ
に
関
係
づ
け
て
考
え
る
と
、
直
径
四
八
皿
高
さ
三
○
ｍ
程
の

円
筒
形
の
木
製
容
器
が
埋
納
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
か
わ
ら
け
二
点

は
同
一
個
体
で
接
合
す
る
。
出
土
位
置
か
ら
、
木
製
容
器
と
主
体
部
の
壁
と
の
間

に
納
め
ら
れ
た
と
思
れ
る
。
（
図
版
７
ａ
ｌ
ｌ
）

第
２
主
体
部
六
五
ｍ
×
六
○
ｍ
の
円
形
士
肱
で
、
第
一
主
体
部
と
同
規
模
で

あ
る
が
深
さ
は
三
三
ｍ
と
や
や
浅
い
。
覆
土
は
淡
黄
褐
色
土
で
、
上
部
に
は
礫
が

混
じ
る
。
出
土
遺
物
は
な
い
。
検
出
状
況
か
ら
第
一
主
体
部
よ
り
後
に
構
築
さ
れ
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た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｘ
１
の
外
表
施
設
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
四
周
を
囲
む
溝
に
埋
設
さ
れ

た
木
枠
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
》
）
の
木
枠
の
役
割
に
つ
い
て

は
木
柵
の
基
礎
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
木
柵
で
囲
ま
れ
た
墓
と
い
え
ば
、
平
安
時

代
末
期
の
作
と
推
定
さ
れ
る
『
餓
鬼
草
紙
』
の
墓
の
風
景
の
中
で
、
中
央
に
五
輪

塔
を
据
え
た
積
石
塚
が
描
か
れ
て
い
る
し
（
第
７
図
）
、
『
一
遍
聖
絵
」
〔
正
安
元
年

（
三
発
）
〕
で
は
、
ほ
と
ん
ど
勾
欄
と
い
う
に
近
い
木
柵
に
囲
ま
れ
、
中
央
に
は
や

は
り
五
輪
塔
が
据
え
ら
れ
た
一
遍
上
人
の
墓
が
描
か
れ
て
い
る
（
第
８
図
）
。
積

石
を
も
た
な
い
点
で
Ｓ
Ｘ
１
は
後
者
の
形
態
に
よ
り
近
い
が
、
最
上
層
の
集
石
上

に
墓
塔
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

集
石
士
鉱
（
Ｓ
Ｓ
Ｋ
）
Ｓ
Ｓ
Ｋ
１
は
Ｓ
Ｘ
１
の
東
、
二
・
五
ｍ
の
位
置
か
ら
検

出
さ
れ
た
円
形
土
拡
で
、
長
径
八
七
四
短
径
七
五
町
深
さ
は
中
心
部
で
二
三

叩
七
’
一
五
ｍ
大
の
礫
が
多
量
に
充
填
さ
れ
て
い
る
。
数
個
の
円
礫
も
混
じ
る
。

出
土
遺
物
は
か
わ
ら
け
片
九
点
で
実
測
で
き
る
も
の
は
な
い
が
、
内
二
点
は
色
調
、

焼
成
、
胎
士
と
も
Ｓ
Ｘ
１
砂
層
上
面
出
土
の
か
わ
ら
け
と
よ
く
似
る
。
但
し
、
Ｓ

Ｓ
Ｋ
１
出
土
の
も
の
は
手
提
ね
で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｋ
１
は
集
石
土
肱
墓
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
時
期
は
Ｓ
Ｘ
１
と
同
一
面
か
ら
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
よ
く
似
た
か

わ
ら
け
を
含
む
〉
）
と
か
ら
Ｓ
Ｘ
１
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
考
え
た
い
・

遺
物
（
イ
）
土
師
器
、
土
師
質
土
器
、
瓦
器
（
図
版
８
）

１
１
ｕ
が
土
師
器
。
１
は
小
型
丸
底
壺
で
口
辺
部
、
胴
上
部
は
へ
う
磨
き
、
胴

下
部
か
ら
底
部
に
は
へ
う
削
り
が
施
さ
れ
る
。
口
辺
部
内
面
に
は
横
ナ
デ
が
行
わ

れ
る
。
底
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
煤
が
付
着
し
て
い
る
。
２
は
台
付
甕
の
胴
下
部

破
片
で
、
外
面
に
は
細
か
な
刷
毛
目
、
内
面
に
は
山
型
に
や
や
粗
い
刷
毛
目
が
施

さ
れ
、
煤
の
付
着
が
み
ら
れ
る
。
３
は
内
外
面
と
も
全
面
赤
彩
の
坏
で
、
口
縁
部

内
外
面
は
横
ナ
デ
、
口
縁
下
か
ら
底
部
に
か
け
て
刷
毛
目
が
施
さ
れ
る
。
４
は
Ｓ

Ｋ
鍋
内
か
ら
出
土
し
た
甕
で
、
器
面
は
磨
滅
が
は
な
は
だ
し
く
整
形
痕
は
観
察
で

き
な
い
。
胴
中
央
部
は
ほ
ぼ
垂
直
に
立
ち
上
が
り
、
口
縁
部
は
「
く
の
字
」
状
に

外
反
す
る
。
底
部
は
や
や
上
げ
底
で
木
葉
痕
を
残
す
。
胴
中
央
部
か
ら
下
半
部
に

か
け
て
煤
が
付
着
。
５
は
焼
土
を
含
む
柱
穴
か
ら
出
土
し
た
小
形
の
甕
で
、
器
面

全
体
に
細
か
な
刷
毛
目
が
み
ら
れ
、
口
縁
部
お
よ
び
胴
下
部
の
内
面
に
は
、
や
や

粗
い
刷
毛
目
が
施
さ
れ
る
。
底
部
に
は
木
葉
痕
が
残
る
。
６
．
７
は
甕
の
胴
下
部

破
片
で
内
外
面
に
刷
毛
目
を
施
す
が
内
面
は
や
や
粗
い
刷
毛
目
で
あ
る
。
底
部
に

は
木
葉
痕
が
残
る
。
以
上
１
１
７
は
古
墳
時
代
中
期
の
所
産
。
８
は
坏
の
底
部
と

口
縁
部
の
破
片
で
接
合
し
な
い
が
同
一
個
体
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
外
面
は
横
位

の
磨
き
、
内
面
は
放
射
状
の
暗
紋
が
み
ら
れ
る
。
八
世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
る
。

９
は
甕
の
底
部
と
全
周
の
三
分
の
一
程
度
の
胴
部
破
片
。
口
唇
部
お
よ
び
口
縁
部

内
外
面
に
刷
毛
目
を
施
す
。
叩
．
ｕ
は
羽
釜
の
破
片
で
平
安
時
代
後
期
の
土
師
器

と
考
え
ら
れ
る
。

皿
は
土
師
器
と
も
か
わ
ら
け
と
も
判
断
し
か
ね
る
も
の
で
あ
る
。
焼
成
は
堅
級

で
、
内
外
面
と
も
、
ろ
く
ろ
水
引
痕
を
明
瞭
に
残
す
。
底
部
は
回
転
糸
切
り
痕
が
残

る
。
皿
ｌ
照
は
い
ず
れ
も
口
縁
部
の
破
片
で
、
外
反
す
る
端
部
を
内
側
に
折
り
返

し
て
い
る
。
土
師
質
で
乳
白
色
を
呈
し
、
胎
土
は
砂
粒
を
多
く
含
み
粗
雑
で
あ
る
。

Ⅳ
は
瓦
器
小
碗
で
た
だ
一
点
出
土
し
て
い
る
。
破
片
で
あ
る
が
何
と
か
復
原
で

き
る
。
器
壁
が
厚
く
や
や
深
め
の
碗
で
、
高
台
は
高
め
で
丁
寧
に
つ
く
ら
れ
畳
付

を
も
つ
。
県
下
で
の
出
土
例
は
ま
れ
で
あ
る
。

（
ロ
）
国
産
陶
磁
器
（
第
９
・
岨
．
ｕ
図
）
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１
１
７
は
須
恵
器
で
、
そ
の
う
ち
１
１
６
は
い
ず
れ
も
甕
、
壺
類
の
小
破
片
と

思
わ
れ
る
。
７
は
壺
の
頸
部
か
ら
口
縁
部
の
破
片
で
、
形
態
だ
け
で
み
る
と
、
北

武
蔵
地
方
で
焼
か
れ
る
九
’
一
○
世
紀
代
の
壺
に
似
る
。

８
１
銘
は
山
茶
碗
。
う
ち
、
８
１
肥
は
碗
で
、
８
は
暗
灰
青
色
を
呈
し
、
見
込

外
周
に
重
ね
焼
き
痕
が
残
る
。
つ
け
高
台
で
、
高
台
断
面
は
三
角
形
。
見
込
は
研

磨
さ
れ
て
お
り
硯
に
転
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
９
は
灰
青
色
を
呈
し
、
見

込
に
重
ね
焼
き
痕
が
残
る
。
皿
は
灰
白
色
を
呈
し
、
つ
け
高
台
で
断
面
は
台
形
、

見
込
は
研
磨
さ
れ
て
お
り
、
８
と
同
様
硯
に
転
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
８
．

９
は
旗
指
古
窯
第
加
・
虹
号
窯
跡
出
土
品
に
類
似
し
て
お
り
一
二
世
紀
初
頭
頃
の

製
品
と
考
え
ら
れ
る
。
、
ｌ
咽
は
そ
の
口
縁
部
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
蛆
・
肥

は
胎
土
、
色
調
な
ど
か
ら
湖
西
か
ら
西
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
８
．
９

と
同
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

蛆
ｌ
躯
は
高
台
を
有
す
る
小
皿
で
、
蛆
・
別
は
灰
黒
色
で
懐
し
た
よ
う
な
色
合

い
を
呈
し
口
縁
部
か
ら
内
面
全
体
に
灰
釉
が
か
か
る
。
い
ず
れ
も
つ
け
高
台
で
あ

る
が
岨
は
本
体
を
糸
切
り
し
た
後
、
円
盤
状
の
粘
土
を
貼
り
つ
け
内
側
を
へ
う
状

工
具
に
よ
っ
て
削
り
と
っ
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
小
皿
の
最
も
古
い
段
階
の
も

の
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

詔
！
”
は
無
高
台
皿
で
、
詔
Ｉ
弱
は
器
形
を
復
原
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
羽
・

型
は
淡
灰
青
色
を
呈
し
口
縁
部
外
面
の
一
部
に
灰
釉
が
ま
ば
ら
に
見
ら
れ
る
。
胎

士
は
密
で
内
外
面
と
も
研
磨
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
滑
ら
か
で
あ
る
。
妬
は
灰
白
色

を
呈
し
胎
土
は
や
や
粉
っ
ぽ
い
。
口
縁
部
外
面
の
一
部
は
煤
さ
れ
た
よ
う
に
黒
ず

む
。
い
ず
れ
も
底
部
は
糸
切
り
。
羽
ｌ
妬
は
釜
ヶ
谷
窯
か
ら
類
似
品
が
出
土
し
て

お
り
時
期
は
四
・
別
よ
り
や
や
新
し
く
一
二
世
紀
中
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

泥
ｌ
犯
は
小
皿
の
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。

弱
ｌ
妬
は
常
滑
窯
系
の
陶
器
で
あ
る
。
釣
は
広
口
瓶
の
頸
部
破
片
で
外
面
は
暗

黒
褐
色
、
内
面
は
暗
赤
褐
色
を
呈
す
る
。
内
外
面
と
も
降
灰
に
よ
る
灰
釉
が
み
ら

れ
る
。
内
面
に
は
粘
土
紐
巻
き
上
げ
痕
が
よ
く
残
る
。
一
二
世
紀
前
半
の
所
産
と

考
え
ら
れ
る
。

棚
ｌ
蛇
は
片
口
鉢
で
、
伽
は
暗
灰
色
を
呈
し
、
外
面
に
は
粘
土
紐
巻
き
上
げ
痕

が
観
察
で
き
、
ろ
く
ろ
水
引
痕
も
よ
く
残
る
。
虹
は
流
し
口
部
が
欠
け
て
い
る
が

片
口
鉢
の
破
片
と
推
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
似
は
底
部
で
、
高
台
が
剥
落
し
た

痕
跡
が
残
る
。
内
面
は
極
め
て
滑
ら
か
で
か
す
か
に
墨
と
思
わ
れ
る
付
着
物
も
み

ら
れ
、
硯
と
し
て
転
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
二
世
紀
第
３
四
半
期
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

“
１
輪
は
甕
。
“
は
頸
部
か
ら
口
縁
部
に
か
け
て
の
破
片
で
、
肩
部
か
ら
口
縁

部
に
か
け
て
の
断
面
形
が
．
の
字
状
を
な
す
器
形
だ
と
思
わ
れ
る
。
妬
は
口
縁
部

と
そ
の
同
一
個
体
と
思
わ
れ
る
胴
部
破
片
で
、
遺
跡
の
広
範
囲
か
ら
出
土
し
て
い

る
。
肩
部
か
ら
口
縁
部
に
か
け
て
の
断
面
形
が
粥
と
同
様
に
．
の
字
形
を
な
す
器

形
で
あ
る
。
妬
は
同
一
個
体
と
考
え
ら
れ
る
甕
の
破
片
で
、
七
○
数
点
が
遺
跡
の

か
な
り
広
範
囲
（
四
区
’
一
四
区
）
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
口
唇
部
を
嗜
状
に
つ

ま
み
出
し
て
い
て
、
押
印
文
は
肩
部
か
ら
胴
下
部
に
か
け
て
五
段
に
施
さ
れ
て
い

る
と
推
定
さ
れ
る
。
胴
下
部
で
は
焼
成
時
の
大
き
な
へ
た
り
が
生
じ
て
い
る
。
媚

ｌ
妬
は
一
二
世
紀
第
３
四
半
期
、
妬
は
一
二
世
紀
末
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
渥
美
窯
の
製
品
と
思
わ
れ
る
甕
の
破
片
が
四
点
出
土
し
て
い
る
。
ま
た

近
世
陶
磁
器
片
が
約
二
一
○
○
点
出
土
し
て
い
る
が
、
遺
構
外
の
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
、
北
の
地
区
で
の
出
土
量
が
多
か
っ
た
。
陶
器
の
九
○
％
、
磁
器
の
七
四
％
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が
Ｉ
ａ
・
Ｉ
ｂ
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

（
ハ
）
舶
載
陶
磁
器
（
図
版
９
１
咽
）

青
磁
が
五
二
点
出
土
し
て
い
る
。
１
１
別
は
青
磁
劃
花
文
碗
・
皿
で
あ
る
。
１

と
２
は
口
縁
部
破
片
で
同
一
個
体
と
思
わ
れ
る
。
外
面
は
片
切
彫
り
の
花
弁
の
中

を
櫛
描
文
で
充
填
し
、
内
側
は
劃
花
文
で
飾
る
。
３
．
４
は
素
地
、
釉
色
、
内
外

面
の
文
様
構
成
と
も
１
．
２
と
同
様
で
あ
る
が
口
縁
端
部
が
肥
厚
し
な
い
で
す
ん

な
り
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
５
１
７
は
３
点
と
も
胴
部
破
片
で
、
１
１
４
の
い
ず
れ

か
と
同
一
個
体
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
８
は
胴
下
部
の
破
片
で
前
述
の
も
の
と

類
似
す
る
が
釉
に
光
沢
が
な
い
。
９
は
六
輪
花
雲
文
劃
花
文
の
胴
部
破
片
と
思
わ

れ
、
内
面
に
は
縦
に
二
本
の
平
行
し
た
緩
い
Ｓ
字
状
の
沈
線
が
片
切
彫
り
に
よ
っ

て
刻
ま
れ
る
。
皿
は
碗
の
胴
下
部
破
片
で
器
肉
が
厚
く
、
外
面
腰
部
に
は
二
本
の

沈
線
が
巡
り
、
内
面
は
櫛
描
き
と
片
切
彫
り
に
よ
り
施
文
さ
れ
る
。
皿
は
碗
の
胴

下
部
破
片
で
、
皿
と
同
様
釉
面
に
は
貫
入
が
目
立
つ
。
内
面
は
粗
雑
な
片
切
彫
り

に
よ
り
施
文
さ
れ
る
。
皿
は
碗
の
口
縁
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
の
破
片
で
、
内
面

に
は
彫
り
の
浅
い
劃
花
文
が
施
さ
れ
る
。

昭
は
平
底
皿
の
胴
下
部
破
片
と
思
わ
れ
、
見
込
は
片
切
彫
り
と
櫛
描
き
に
よ
り

施
文
さ
れ
る
。
皿
は
平
底
皿
の
胴
部
下
位
の
破
片
と
思
わ
れ
、
内
面
は
四
本
を
単

位
と
し
た
片
切
彫
り
に
よ
る
劃
花
文
で
飾
ら
れ
る
。

略
Ｉ
別
は
、
い
ず
れ
も
外
面
無
文
、
内
面
は
劃
花
文
が
施
さ
れ
る
碗
あ
る
い
は

皿
の
小
破
片
で
あ
る
。

以
上
青
磁
劃
花
文
碗
、
皿
は
竜
泉
窯
系
の
も
の
が
多
く
、
一
二
世
紀
中
半
か
ら

後
半
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

皿
ｌ
詔
は
青
磁
櫛
描
文
碗
で
あ
る
。
皿
１
羽
は
同
一
個
体
と
思
わ
れ
る
。
ガ
ラ

ス
質
の
淡
黄
緑
色
の
釉
が
か
け
ら
れ
貫
入
が
目
立
つ
。
外
面
に
は
縦
位
に
櫛
描
き

が
施
さ
れ
、
内
面
は
片
切
彫
り
と
櫛
目
に
よ
る
点
綴
文
で
飾
ら
れ
る
。
”
は
淡
灰

緑
色
の
釉
を
か
け
た
口
縁
部
破
片
で
、
外
面
に
は
縦
位
の
櫛
描
文
が
施
さ
れ
、
内

面
に
は
一
条
の
沈
線
が
巡
る
。
鋤
は
碗
の
底
部
で
輪
高
台
を
も
つ
。
わ
ず
か
に
残

る
胴
下
部
に
は
櫛
目
が
縦
位
に
施
さ
れ
て
い
る
。
皿
Ｉ
調
は
残
存
部
に
櫛
描
文
は

み
ら
れ
な
い
が
、
器
形
、
釉
調
、
や
や
粗
雑
な
片
切
彫
り
な
ど
櫛
描
文
碗
に
共
通

す
る
点
が
多
い
。

櫛
描
文
碗
と
そ
の
類
似
品
の
大
半
は
同
安
窯
系
の
製
品
と
思
わ
れ
、
一
二
世
紀

後
半
か
ら
一
三
世
紀
代
に
か
け
て
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。

別
は
小
破
片
で
器
形
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
稜
花
で
縁
取
ら
れ
て
い
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。
外
に
大
き
く
開
く
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。

妬
’
㈹
は
青
磁
鎬
蓮
弁
文
碗
で
あ
る
。
弱
・
妬
の
素
地
は
灰
色
、
Ｗ
ｌ
伽
の
素

地
は
灰
白
色
。
弱
は
淡
青
緑
色
の
透
明
度
の
高
い
釉
が
か
け
ら
れ
る
。
蓮
弁
の
形

態
は
一
枚
ず
つ
異
な
り
、
鎬
は
や
や
鈍
い
。
錨
は
淡
青
白
色
の
釉
が
け
、
蓮
弁
は

幅
広
で
、
鎬
は
蓮
弁
の
中
央
を
通
ら
な
い
で
右
に
か
た
よ
る
。
師
は
淡
青
色
の
釉

が
厚
目
に
か
か
り
、
蓮
弁
は
比
較
的
幅
広
で
、
鎬
は
や
や
鋭
い
。
粥
は
灰
黄
緑
色

の
釉
が
か
け
ら
れ
、
蓮
弁
は
や
や
幅
広
で
、
鎬
は
鈍
い
。
釣
は
淡
青
色
の
釉
が
厚

目
に
か
か
る
碗
の
胴
部
破
片
で
、
外
面
に
は
鎬
が
縦
に
施
さ
れ
る
。
伽
は
鋤
と
同

一
個
体
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
、
口
縁
端
部
が
や
や
尖
が
り
、
外
面
に
は
鎬
が
み

ら
れ
る
。

虹
は
碗
の
口
縁
部
破
片
。
素
地
、
釉
調
と
も
吃
に
よ
く
似
る
。
蛇
は
灰
白
色
の

素
地
に
淡
緑
青
色
の
釉
が
か
け
ら
れ
る
。
口
縁
部
外
面
に
は
釉
が
溜
り
状
に
厚
く

な
る
。
媚
は
外
へ
大
き
く
開
く
口
縁
部
の
破
片
で
、
器
形
は
不
明
。
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第五章歴史時代
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第五章歴史時代

白
磁
は
全
て
で
一
三
点
出
土
し
て
い
る
。
白
磁
の
出
士
層
位
は
、
青
磁
が
各
層

に
ち
ら
ば
っ
て
い
る
の
に
比
、
べ
Ⅱ
層
に
集
中
し
て
い
る
。
一
二
世
紀
代
か
ら
一
三

世
紀
初
頭
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

“
・
妬
は
口
縁
に
刻
み
を
い
れ
た
白
磁
輪
花
小
皿
の
破
片
と
思
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
白
色
の
素
地
に
乳
白
色
の
透
明
度
の
高
い
釉
が
か
か
る
。
極
め
て
薄
づ
く

り
で
、
口
縁
端
部
は
外
反
す
る
。
側
壁
内
面
に
浅
い
沈
線
が
一
条
巡
る
。
妬
は
“

に
比
《
へ
て
も
一
層
薄
づ
く
り
で
、
内
面
に
は
線
文
風
の
劃
花
文
を
施
す
。
口
縁
端

部
は
外
反
し
な
い
。

媚
ｌ
卵
は
白
磁
口
縁
端
反
り
の
碗
あ
る
い
は
皿
で
あ
る
。
釉
面
に
は
気
泡
の
抜

け
た
穴
が
み
ら
れ
る
。

副
ｌ
認
は
白
磁
碗
の
破
片
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
斑
・
砲
は
同
一
個
体
と

推
定
さ
れ
る
碗
の
胴
部
破
片
で
、
見
込
及
び
胴
部
内
面
に
は
櫛
描
文
が
施
さ
れ
る
。

卵
は
胴
下
部
破
片
で
、
艶
消
し
風
の
白
濁
色
の
釉
面
に
は
細
か
な
貫
入
が
入
り
、

内
面
に
は
櫛
描
文
が
施
さ
れ
る
。
開
は
口
縁
を
折
り
返
し
断
面
三
角
形
の
玉
縁
を

つ
く
る
碗
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
印
は
底
部
破
片
で
輪
高
台
を
も
つ
。
胴
部
外

面
下
半
及
び
底
部
外
面
は
無
釉
。
玉
縁
碗
の
底
部
に
な
る
可
能
性
が
強
い
も
の
で

あ
る
。帥

は
白
磁
四
耳
壺
の
可
能
性
が
あ
る
破
片
で
あ
る
。
灰
白
色
の
気
泡
の
多
い
素

地
に
灰
緑
を
帯
び
た
白
色
釉
が
か
け
ら
れ
る
。
釉
面
は
光
沢
が
あ
り
貫
入
が
入
る
。

内
面
に
は
釉
下
に
ろ
く
ろ
水
引
痕
が
明
瞭
に
残
る
。

青
白
磁
は
全
て
で
一
二
点
出
土
し
て
い
る
。
矼
ｌ
銘
は
青
白
磁
平
型
合
子
（
印

籠
蓋
式
）
の
破
片
で
あ
る
。
田
・
館
は
身
部
、
侭
は
蓋
部
で
い
ず
れ
も
型
造
り
。

田
は
器
高
、
蓋
受
け
と
も
低
く
全
体
に
平
た
い
器
形
で
あ
る
。
側
壁
外
面
に
は
菊

弁
を
配
し
、
下
位
に
は
稜
を
有
す
る
。
舵
は
前
者
に
比
ゞ
へ
て
小
形
で
あ
る
が
器
高
、

蓋
受
け
と
も
高
い
。
外
側
面
上
端
は
蒲
鉾
状
の
低
い
突
帯
を
有
し
、
そ
の
下
位
に

菊
弁
を
配
す
る
。
銘
は
菊
弁
の
造
り
が
丁
寧
で
、
甲
に
は
細
線
で
草
花
文
と
思
わ

れ
る
文
様
が
浮
き
出
さ
れ
て
い
る
。
三
一
世
紀
中
半
Ｉ
後
半
の
経
塚
遺
跡
か
ら
類

似
品
が
出
土
し
て
い
る
。

“
は
青
白
磁
瓜
形
水
性
の
胴
下
部
破
片
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
、
外
面
に
は

縦
に
二
本
の
筋
目
が
引
か
れ
瓜
形
を
つ
く
る
。
薄
作
り
で
内
面
に
は
ろ
く
ろ
水
引

痕
が
よ
く
残
る
。

髄
は
口
縁
に
刻
み
を
入
れ
た
輪
花
小
皿
の
口
縁
部
破
片
で
あ
る
。
妬
は
小
皿
の

破
片
で
、
外
面
に
は
刻
線
文
の
先
端
が
わ
ず
か
に
み
え
る
。
㈹
と
同
様
極
め
て
薄

作
り
で
あ
る
。

師
は
碗
の
胴
部
か
ら
底
部
に
か
け
て
の
破
片
で
、
高
台
の
断
面
形
は
三
角
形
に

近
く
、
わ
ず
か
に
畳
付
を
つ
く
る
。
見
込
か
ら
胴
部
内
面
に
か
け
て
一
面
に
櫛
描

き
に
よ
る
施
文
が
み
ら
れ
る
。

（
二
）
か
わ
ら
け
（
図
版
昭
１
暇
）

上
屋
敷
地
区
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
中
で
量
も
数
が
多
く
七
○
○
○
点
を
超
す
。

細
片
が
多
く
、
実
測
が
可
能
な
も
の
は
一
四
九
点
で
あ
る
。
本
地
区
出
土
の
か
わ

て
づ
腰
く

ら
け
に
は
、
ろ
く
ろ
成
形
に
よ
る
も
の
と
、
手
握
ね
成
形
（
あ
る
い
は
型
押
し
）

に
よ
る
も
の
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
小
型
と
大
型
に
分
か
れ
る
。

ろ
く
ろ
成
形
小
型
を
大
き
な
視
点
で
捉
え
れ
ば
、
１
１
詔
の
よ
う
に
や
や
深
み

の
あ
る
も
の
と
、
狐
ｌ
髄
の
一
層
小
型
で
浅
皿
状
、
胎
土
も
精
選
さ
れ
て
い
る
タ

イ
プ
に
分
か
れ
る
。
前
者
は
ろ
く
ろ
水
引
痕
を
よ
く
残
し
、
見
込
の
調
整
は
、
渦

巻
状
の
成
形
痕
を
そ
の
ま
ま
に
残
す
か
、
中
央
の
高
ま
り
を
指
で
押
さ
え
る
か
し
、
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そ
の
周
囲
に
回
転
ナ
デ
を
施
す
も
の
で
、
指
腹
に
よ
る
横
ナ
デ
は
み
ら
れ
な
い
。

後
者
は
回
転
ナ
デ
を
施
す
も
の
、
中
央
の
高
ま
り
を
指
頭
で
押
え
る
も
の
の
他
に
、

中
央
部
を
指
腹
で
横
ナ
デ
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
二
枚
重
ね

で
出
土
し
て
い
る
。
詔
の
上
に
兜
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
、
兜
を
は
じ
め
こ
の
タ

イ
プ
に
は
煤
の
付
着
が
目
立
つ
↑
）
と
か
ら
、
小
型
で
浅
皿
状
の
後
者
の
タ
イ
プ
は

前
者
と
の
組
み
合
わ
せ
で
燈
明
皿
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
蝿
（
上
）
と
お
（
下
）
も
二
枚
重
ね
で
出
士
し
て
い
る
。

前
者
の
タ
イ
プ
に
も
口
縁
部
に
煤
が
付
着
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
前

者
同
志
の
組
み
合
わ
せ
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
略
と
あ
の
二
枚
重
ね
は
、
か

わ
ら
け
６
．
妬
・
妃
と
伴
出
し
て
い
る
。

ろ
く
ろ
成
形
大
型
（
師
ｌ
皿
）
は
、
小
型
に
比
べ
豊
富
な
録
ハ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

持
つ
が
、
見
込
の
調
整
だ
け
で
み
れ
ば
、
回
転
ナ
デ
を
施
す
も
の
、
ろ
く
ろ
水
引

の
ま
ま
で
渦
巻
状
の
成
形
痕
を
残
す
も
の
、
中
央
を
指
頭
で
押
さ
え
る
も
の
が
あ

り
、
指
腹
に
よ
る
横
ナ
デ
は
み
ら
れ
な
い
。
、
と
川
が
ろ
く
ろ
成
形
小
型
の
浅
皿

タ
イ
プ
媚
・
認
と
伴
出
し
て
い
る
。
ま
た
師
は
、
や
は
り
ろ
く
ろ
成
形
小
型
浅
皿

タ
イ
プ
の
鞭
・
別
・
団
、
手
握
ね
小
型
の
伽
と
伴
出
し
て
い
る
。

手
猩
ね
成
形
に
よ
る
か
わ
ら
け
の
胎
士
は
一
般
に
ろ
く
ろ
成
形
に
よ
る
も
の
に

比
、
へ
て
粒
子
が
細
か
く
、
赤
色
粒
子
を
微
量
に
含
む
も
の
も
多
い
。
側
壁
外
面
上

位
に
回
転
ナ
デ
を
施
し
、
ナ
デ
の
強
弱
に
応
じ
て
稜
線
が
明
瞭
な
も
の
、
緩
や
か

な
も
の
が
で
き
る
。
側
壁
内
面
に
は
回
転
ナ
デ
、
見
込
に
は
横
ナ
デ
が
施
さ
れ
る
。

見
込
に
は
指
頭
痕
が
残
る
も
の
が
あ
る
が
、
体
部
外
面
に
は
ナ
デ
に
よ
り
消
さ
れ

て
い
る
た
め
か
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
。
小
型
（
Ⅲ
ｌ
皿
）
と
大
型
（
Ⅲ
ｌ
剛
）
が

あ
る
が
整
形
や
調
整
方
法
に
違
い
は
な
い
。
手
担
ね
成
形
品
は
前
述
以
外
に
、
Ｓ

Ｋ
加
内
か
ら
ろ
く
ろ
成
形
小
型
皿
・
咽
、
浅
皿
タ
イ
プ
な
ど
と
共
に
破
片
が
多
く

出
土
し
て
い
る
。

か
わ
ら
け
の
総
点
数
が
七
○
○
○
点
以
上
に
及
ぶ
こ
と
は
冒
頭
で
も
述
寄
へ
た
が
、

そ
の
総
重
量
は
二
四
二
五
○
ｇ
を
測
る
。
成
形
別
で
み
る
と
、
ろ
く
ろ
成
形
品
が

一
○
七
四
五
ｇ
、
手
握
ね
成
形
品
が
三
七
五
○
ｇ
で
、
お
よ
そ
三
対
一
の
割
り
合

い
で
あ
る
。
他
に
細
片
が
九
七
五
五
ｇ
あ
る
。
地
区
別
に
み
る
と
六
区
’
二
区

で
の
出
士
量
が
多
く
、
特
に
Ｃ
ｌ
七
・
八
・
九
、
Ｄ
’
八
・
九
が
目
立
つ
。
出
土

状
況
か
ら
こ
れ
ら
か
わ
ら
け
は
小
鍛
冶
操
業
に
と
も
な
っ
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

（
ホ
）
瓦
（
図
版
賂
）

瓦
の
出
土
点
数
は
少
な
く
、
丸
瓦
三
点
、
平
瓦
六
○
数
点
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
小
破
片
で
大
き
さ
が
推
定
で
き
る
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
出
土
地
区
も
遺
跡

の
北
端
近
く
で
Ｉ
層
か
ら
出
士
の
も
の
も
多
く
、
遺
構
と
の
関
連
は
つ
か
め
な
か

っ
た
。
平
瓦
は
凸
面
に
縄
叩
き
目
が
側
縁
に
平
行
、
も
し
く
は
若
干
斜
め
に
施
さ

れ
、
凹
面
に
は
布
目
が
残
る
も
の
と
、
ナ
デ
て
消
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た

離
し
砂
の
付
着
が
顕
著
な
も
の
と
、
ほ
と
ん
ど
観
察
で
き
な
い
も
の
と
が
あ
る
。

（
へ
）
金
属
製
品
（
図
版
Ⅳ
）

鉄
製
品
の
う
ち
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
の
が
釘
で
あ
る
。
〉
）
れ
ら
は
鍛
造
の

角
釘
で
、
長
さ
は
一
寸
前
後
の
も
の
か
ら
三
寸
を
超
す
も
の
ま
で
あ
る
。
ま
た
釘

に
は
無
頭
式
と
折
頭
式
の
も
の
が
あ
る
。

ひ
と
が
た

く
さ
び

そ
の
他
、
人
形
・
鑓
・
喫
形
鉄
製
品
・
樹
皮
剥
ぎ
用
刃
物
と
推
定
さ
れ
る
も
の
、

刀
子
・
大
刀
の
切
先
部
分
・
錐
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

な
か
で
も
鉄
製
の
人
形
は
全
国
に
も
ほ
と
ん
ど
類
例
が
な
く
貴
重
な
も
の
と
な
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第五章歴史時代

っ
た
。
厚
さ
一
・
五
ｍ
前
後
の
薄
板
を
打
ち
抜
い
て
造
る
。
頭
部
は
圭
頭
で
面
取

り
を
施
す
。
「
延
喜
式
』
に
御
磧
析
と
し
て
用
い
ら
れ
た
呪
物
の
一
つ
と
し
て
鉄

偶
人
が
出
て
く
る
が
、
道
教
的
世
界
の
地
方
へ
の
広
が
り
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

重
要
な
資
料
で
あ
る
。か

ん
ざ
し

銅
製
品
と
し
て
、
管
・
碗
形
銅
製
品
・
キ
セ
ル
・
銅
銭
が
出
土
し
て
い
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
Ｉ
ｂ
ｌ
ｌ
ｄ
層
か
ら
の
出
土
で
近
世
の
も
の
で
あ
る
。
銅
銭

は
計
一
○
枚
あ
り
、
北
宋
銭
が
二
枚
、
南
宋
銭
が
一
枚
、
明
銭
が
一
枚
、
寛
永
通

宝
が
六
枚
で
あ
る
。

（
卜
）
小
鍛
冶
関
係
遺
物
（
図
版
咽
）

小
鍛
冶
関
係
遺
物
と
し
て
、
石
器
の
項
で
触
れ
る
砥
石
・
石
床
以
外
に
、
輔
羽

口
・
鉄
津
・
鉄
膚
・
銅
津
が
出
土
し
た
。

輔
羽
口
は
Ｓ
Ｂ
２
出
土
を
除
い
て
全
て
で
一
九
点
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
破
片
で

あ
る
。
そ
の
内
先
端
部
付
近
の
直
径
が
推
定
で
き
る
も
の
が
二
点
あ
り
、
約
八
・

五
ｍ
を
測
る
。
送
風
孔
の
直
径
は
約
二
・
○
’
二
・
三
ｍ
で
あ
る
。
大
部
分
が
廃

棄
さ
れ
た
鉄
津
に
混
じ
っ
て
出
士
し
て
い
る
。

鉄
津
は
四
区
’
一
二
区
に
か
け
て
出
土
し
て
い
る
が
、
六
区
’
八
区
が
多
く
、

な
か
で
も
Ｃ
ｌ
七
区
か
ら
は
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。
〉
三
が
廃
棄
場
所
に
選
ば

れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
Ｓ
Ｂ
２
内
出
土
を
除
く
と
上
屋
敷
地
区
出
土
の
鉄
津
の
出

土
総
量
は
約
五
・
五
地
で
あ
る
。
ゞ
）
の
内
、
小
鍛
冶
火
床
の
炉
底
に
溜
ま
っ
て
で

き
る
椀
形
津
が
五
点
出
土
し
て
い
る
。

鉄
膚
は
成
形
鍛
造
の
過
程
で
特
に
多
く
出
る
酸
化
皮
膜
分
で
、
Ｓ
Ｂ
２
内
・
Ｓ

Ｇ
６
・
皿
・
塊
の
周
囲
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

銅
津
は
Ｓ
Ｂ
２
以
外
に
、
Ｓ
Ｇ
塊
か
ら
三
点
、
Ｄ
ｌ
皿
区
か
ら
一
点
出
土
し
て

iliIWi
有孔磨製石雛

雨

■
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一
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嘩
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臨
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（
チ
）
石
器
（
図
版
岨
）

唯
一
の
弥
生
時
代
遺
物
と
し
て
、
有
孔
磨
製
石
鍼
が
Ｃ
ｌ
七
区
と
Ｓ
Ｄ
６
内
か

ら
出
土
し
て
い
る
。
出
土
位
置
は
異
な
る
が
同
一
個
体
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、

お
ん
じ
ゃ
く

温
石
・
砥
石
・
石
床
・
線
刻
石
製
品
、
約
一
五
○
点
の
長
楕
円
形
を
し
た
用
途
不

明
の
小
円
礫
が
出
土
し
て
い
る
。

温
石
は
、
火
で
焼
い
た
上
、
布
で
包
み
、
冬
の
寒
さ
や
病
気
の
際
に
身
体
を
暖

め
る
も
の
で
、
鎌
倉
市
内
の
平
安
末
ｌ
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
か
ら
多
く
出

土
し
て
い
る
。
滑
石
製
で
、
全
体
に
火
熱
を
受
け
懐
し
た
よ
う
な
黒
味
を
帯
び
る
。

二
・
五
ｍ
×
八
・
○
叩
の
大
き
さ
で
、
ほ
ぼ
中
央
に
直
径
一
・
五
ｍ
の
円
孔
を

穿
っ
て
い
る
。

遺
跡
の
特
徴
上
屋
敷
地
区
か
ら
は
、
弥
生
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
わ
た
っ
て

の
遺
物
や
遺
構
も
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
ご
く
わ
ず
か
で
、
中

心
は
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
遺
構
群
で
あ
る
。
二
世
紀
代
と

推
定
さ
れ
る
土
師
器
を
出
土
す
る
竪
穴
式
住
居
跡
二
基
の
う
ち
、
Ｓ
Ｂ
２
か
ら
は

小
鍛
冶
跡
で
あ
る
火
床
が
、
鉄
津
・
鉄
盧
・
輪
羽
口
と
と
も
に
検
出
さ
れ
、
さ
ら

に
銅
製
品
の
鋳
造
に
る
つ
ぼ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
土
師
器
坏
が
銅

津
を
伴
っ
て
出
土
し
て
い
る
ゞ
）
と
か
ら
、
平
安
時
代
後
期
に
は
す
で
に
、
小
鍛
冶
、

銅
鋳
物
製
造
を
目
的
と
し
て
工
房
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
二
世
紀
代
に
入
る
と
、
掘
立
柱
建
物
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
検
出
さ

れ
た
四
棟
の
内
、
少
な
く
と
も
Ｓ
Ｈ
１
．
２
．
３
は
柱
穴
か
ら
の
出
土
遣
物
の
時

期
や
、
中
軸
線
の
向
き
の
一
致
な
ど
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
建
物
と
考
え
ら
れ
、

い
ず
れ
も
束
柱
を
備
え
た
床
張
り
で
、
そ
の
規
模
も
Ｓ
Ｈ
１
．
２
は
南
北
一
○
間
、

1J，

る
。

東
西
三
間
に
お
よ
び
壮
大
な
も
の
で
あ
る
。
〉
）
れ
ら
の
建
物
の
性
格
を
語
る
よ
う

な
遺
物
は
残
念
な
が
ら
出
土
し
て
い
な
い
。

ゞ
）
れ
ら
の
建
物
跡
と
重
複
し
て
、
小
鍛
冶
跡
が
二
七
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。
小

鍛
冶
の
操
業
は
重
複
し
て
い
る
火
床
炉
や
、
炉
と
炉
の
間
が
近
接
し
す
ぎ
て
い
る

も
の
も
か
な
り
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
時
操
業
で
は
な
く
数
次
に
わ
た
っ
て
営
ま
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
分
布
を
、
北
区
、
中
央
区
、
南
区
と
三
区

に
分
け
る
こ
と
も
可
能
で
、
鉄
津
の
出
土
量
や
鉄
膚
の
有
無
と
い
っ
た
個
有
の
特

徴
か
ら
、
製
造
工
程
に
よ
る
分
業
的
な
操
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
時
期
的
に
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
よ
り
下
が
る
が
、
小
鍛
冶
跡
の
大
半
が
建
物
内

に
存
在
す
る
こ
と
、
建
物
跡
の
柱
穴
と
重
複
し
な
い
ゞ
）
と
、
多
量
の
木
炭
片
も
建

物
内
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
掘
立
柱
建
物
が
、
あ
る
時
点
で
本
来
持

っ
て
い
た
機
能
が
失
わ
れ
た
時
点
、
又
は
小
鍛
冶
操
業
が
優
先
し
た
時
点
で
、
こ

の
建
物
の
一
部
を
利
用
し
て
、
小
鍛
冶
操
業
を
開
始
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

掘
立
柱
建
物
の
時
期
か
ら
小
鍛
冶
操
業
の
時
期
に
か
け
て
の
遺
物
の
中
に
、
中

国
か
ら
の
舶
載
陶
磁
器
が
か
な
り
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
ゞ
｝
と
は
、
｜
）
の
遺
跡
の

一
つ
の
特
徴
で
あ
り
、
遺
跡
の
性
格
の
一
端
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
上
屋
敷
地
区
の
西
北
隅
に
あ
た
る
地
点
か
ら
検
出
さ
れ
た
中
世
墓
は
、
そ

の
級
密
な
構
造
と
比
較
し
て
、
主
体
部
の
埋
納
品
は
、
木
製
の
骨
蔵
器
が
推
定
さ

れ
る
他
は
、
か
わ
ら
け
片
の
み
で
、
あ
ま
り
に
質
素
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
墓
の

形
態
か
ら
鎌
倉
時
代
と
大
ま
か
な
推
定
し
か
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
時
期
的
に
は

若
干
新
し
い
と
思
わ
れ
る
磐
田
市
の
一
の
谷
中
世
墳
墓
群
の
鎌
倉
時
代
中
期
の
集

石
墓
に
、
瀬
戸
や
常
滑
、
渥
美
産
の
陶
器
が
骨
蔵
器
と
し
て
埋
納
さ
れ
て
い
た
り
、

供
献
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
本
遺
跡
の
中
世
墓
の
質
素
さ
は
何

552



第五章歴史時代

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
被
葬
者
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
で
き
な
い
が
、

今
後
の
調
査
で
類
例
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
身
分
、
階
層
の
人
間

で
あ
っ
た
か
類
推
で
き
る
よ
う
に
な
る
ゞ
｝
と
を
期
待
し
て
い
る
。

以
上
述
、
へ
て
き
た
、
掘
立
柱
建
物
跡
・
小
鍛
冶
跡
・
中
世
墓
な
ど
の
遺
構
・
常

滑
や
渥
美
産
の
陶
器
類
、
湖
西
や
島
田
の
古
窯
産
と
考
え
ら
れ
る
山
茶
碗
類
に
混

じ
っ
て
出
土
し
た
一
二
世
紀
代
を
中
心
と
し
た
中
国
産
陶
磁
器
・
瓦
器
碗
・
温

石
・
鉄
製
人
形
な
ど
、
県
下
で
も
あ
ま
り
類
例
の
な
い
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
他
地

域
と
の
交
易
の
あ
り
方
も
含
め
、
こ
の
地
域
の
古
代
か
ら
中
世
の
歴
史
を
研
究
す

る
上
で
重
要
な
遺
跡
と
な
っ
た
。

中
屋
敷
地
区

層
序
と
遺
構
中
屋
敷
地
区
は
、
幅
三
ｍ
程
の
道
路
を
隔
て
て
上
屋
敷
地
区
の

南
側
に
位
置
す
る
。
調
査
区
は
中
屋
敷
地
区
の
西
辺
に
あ
た
り
、
竹
林
と
し
て
土

地
利
用
さ
れ
て
い
た
。
土
層
は
第
１
層
を
掘
り
下
げ
る
と
す
ぐ
基
盤
層
の
Ⅱ
層
が

現
わ
れ
る
。
第
１
層
の
厚
さ
は
平
均
し
て
約
三
○
ｍ
で
あ
る
。

中
屋
敷
地
区
で
の
遺
構
検
出
は
全
て
第
１
層
で
行
わ
れ
た
。
上
屋
敷
地
区
で
検

出
さ
れ
た
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
頭
に
あ
た
る
時
期
の
遺
構
は
無
く
、
い

ず
れ
も
中
世
後
半
か
ら
近
世
と
推
定
さ
れ
る
時
期
の
遺
構
で
あ
っ
た
。
集
石
土
肱

状
遺
構
、
土
坑
状
遺
構
、
溝
状
遺
構
を
検
出
し
て
い
る
。
（
第
廻
図
）

集
石
土
肱
（
Ｓ
Ｓ
Ｋ
）
は
五
基
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
Ｓ
Ｓ
Ｋ
１
と

２
は
近
接
し
て
構
築
さ
れ
、
構
造
も
共
通
し
て
お
り
、
同
時
期
の
土
拡
墓
と
考
え

ら
れ
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｋ
１
（
図
版
別
）
は
長
径
一
○
五
・
○
皿
短
径
七
八
・
○
四

深
さ
六
○
・
○
ｍ
の
楕
円
形
で
、
底
の
北
側
は
テ
ラ
ス
状
の
段
を
つ
く
り
、
中
央

は
さ
ら
に
五
○
ｍ
×
三
○
ｍ
の
楕
円
形
に
五
ｍ
程
掘
り
凹
め
て
い
る
。
中
に
は
一

五
’
四
○
ｍ
大
の
礫
を
二
個
詰
め
て
い
る
。
遺
物
と
し
て
は
、
底
近
く
か
ら
六

枚
の
北
宋
銭
が
さ
び
つ
い
た
状
態
で
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｋ
２
（
図
版
皿
）
は
長
径
一
○
三
・
○
四
短
径
六
○
・
五
四
深
さ
三

五
・
○
ｍ
の
楕
円
形
で
、
五
’
四
五
ｍ
大
の
礫
を
一
○
個
詰
め
て
い
る
。
遺
物
と

し
て
は
、
小
柄
、
銅
製
の
皿
の
口
縁
部
と
思
わ
れ
る
も
の
各
一
点
、
歯
に
か
ぶ
せ

た
鋳
造
冠
四
点
、
北
宋
銭
を
含
む
銅
銭
三
枚
、
さ
び
つ
き
が
激
し
い
不
明
鉄
製
品

二
点
、
か
わ
ら
け
片
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

土
坑
状
遺
構
は
二
一
基
検
出
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
隅
丸
方
形
を
し
た
浅
い

土
坑
が
多
く
、
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
土
坑
が
大
半
で
性
格
も
不
明
な
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
遺
構
か
ら
の
出
土
遺
物
は
か
わ
ら
け
・
近
世
陶
磁
器
片
が
あ
る
。

溝
状
遺
構
（
Ｓ
Ｄ
１
）
は
Ｃ
二
区
か
ら
Ｂ
・
Ｃ
ｌ
九
区
に
わ
た
っ
て
南
北
に

伸
び
る
溝
状
遺
構
で
、
Ｃ
ｌ
二
区
以
北
は
自
然
消
滅
し
て
い
る
の
か
明
確
で
は
な

い
。
Ｃ
ｌ
一
○
区
以
南
は
後
世
の
掘
削
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い
る
（
図
版
泥
）
。

現
存
全
長
約
四
○
ｍ
、
幅
一
・
三
’
二
・
三
ｍ
、
深
さ
三
’
六
四
叩
Ｃ
ｌ
四
・

五
区
で
は
溝
底
か
ら
一
○
’
二
○
ｍ
浮
き
上
っ
た
状
態
で
多
量
の
角
礫
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
ゞ
）
の
溝
は
Ｃ
ｌ
八
区
で
最
も
浅
く
、
わ
ず
か
な
凹
み
を
形
成
す
る
に

過
ぎ
な
い
た
め
排
水
施
設
な
ど
と
し
て
は
使
用
不
可
能
で
あ
る
。
区
画
用
の
溝
で

あ
ろ
う
か
。
出
土
遺
構
は
溝
の
覆
土
の
中
層
よ
り
上
か
ら
の
も
の
が
多
く
、
近
世

陶
磁
器
片
・
か
わ
ら
け
片
・
鉄
砲
玉
が
出
土
し
て
い
る
。

遺
物
図
版
閉
の
１
１
５
は
Ｓ
Ｓ
Ｋ
２
内
出
土
遺
物
で
あ
る
。
１
は
銅
製
の
小

柄
に
鉄
製
の
小
刀
を
差
し
た
も
の
で
、
切
先
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
全
長
推
定

一
八
・
七
四
小
柄
部
分
長
さ
九
・
二
皿
幅
一
・
三
五
四
厚
さ
は
最
大
で

F庁、000



『
ぬ
心

二

I

I ！
；
Ｉ

‐
、
懲
り
／

＋

｜

Ｄ
‐
一
Ｃ
Ｂ
◇
一
‐
Ａ

Pl

=|‘

l
cI

I

ｴ

I’ 卿I

｢

1
璽1．8．9，，M

２

＝ﾐミ
土 圭、 3 4

ｰ

一 ５ ÷ 6 十 7 ÷
8 ＋ 9 I

へ
１
勺
い
Ⅷ

極捉

一 ゴ｡

I’
’肖一、 ~一一一

L，.､ソ

雲
5X2p

<=》
華
-,"5E'4
Jノ

一

10

_三三一十一 〃
叩川

〃
膿
″③

0

5A4

国 ／
閲

ﾉ

／
〒

〒
ﾉ

讓鑿
ノ

礫群

0 l()、

第12図大畑中屋敷地区遺構全体図



第五章歴史時代

図版20集石土坑 SSKl

図版22溝状遺構

図版21集石土拡SSK2
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畿
必

一
一
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参
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け

図版23大畑中屋敷集石土地状遺構SSK2内出土遺物
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図版24大畑中屋敷出土銅銭
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三
・
五
叩
小
刀
部
分
は
平
棟
造
り
で
、
中
央
棟
部
厚
三
・
○
ｍ
。
２
は
銅
製
の

皿
の
口
縁
部
か
と
思
わ
れ
る
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
口
径
、
器
高
と
も
不
明
。
口

縁
部
は
肥
厚
し
、
か
な
り
鋭
く
外
反
さ
せ
口
縁
帯
を
つ
く
る
。
３
１
５
は
鋳
造
冠

（
ク
ラ
ウ
ン
）
。
天
然
歯
に
鋳
造
で
型
を
と
っ
て
被
せ
た
も
の
で
、
天
然
歯
は
腐

っ
て
干
か
ら
び
、
冠
と
は
分
離
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
冠
の
厚
さ
○
・
五

’
○
・
六
叩
極
め
て
精
巧
な
造
り
で
、
３
．
４
は
右
上
顎
大
臼
歯
、
５
は
右
下

顎
大
臼
歯
に
被
せ
た
も
の
で
あ
る
。

図
版
別
の
１
１
蛆
は
銅
銭
で
、
１
１
３
，
５
１
７
が
Ｓ
Ｓ
Ｋ
１
内
出
土
。
４
．

９
．
ｍ
が
Ｓ
Ｓ
Ｋ
２
内
出
土
、
８
が
Ｓ
Ｋ
略
内
出
土
。
判
読
可
能
な
も
の
は
全
て

北
宋
銭
。
１
は
威
平
元
宝
、
２
は
煕
寧
元
宝
、
３
．
４
は
元
豊
通
宝
、
５
は
元
符

通
宝
、
６
は
聖
宋
元
宝
、
７
１
ｍ
は
判
読
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

図
版
あ
の
１
１
皿
は
全
て
Ｓ
Ｄ
１
内
出
土
。
１
は
か
わ
ら
け
の
底
部
破
片
。
２

１
４
は
鉄
釉
小
皿
、
５
は
灰
釉
小
皿
、
６
は
鉄
釉
の
燈
明
皿
、
７
は
灰
釉
の
ぐ
い

呑
、
８
１
皿
は
染
付
碗
。
皿
は
凹
石
で
、
最
大
径
一
三
・
○
叩
縄
文
時
代
の
凹

戸

1

ヨ

■.3

図版26かわらけ・青磁

石
と
違
っ
て
、
ゞ
）
れ
は
石
皿
の
用
途
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
昭
は
長
さ
二
・

○
ｍ
の
長
楕
円
形
の
礫
で
、
一
端
に
敲
打
痕
が
顕
著
に
残
る
。
Ｍ
は
鉛
製
の
鉄
砲

玉
で
直
径
一
・
二
四
重
さ
九
・
○
ｇ
ｏ

図
版
調
の
１
１
３
は
か
わ
ら
け
で
そ
れ
ぞ
れ
、
Ｓ
Ｋ
１
・
昭
・
晦
内
か
ら
出
土

し
た
。
上
屋
敷
地
区
出
土
品
に
比
曇
へ
て
器
形
が
逆
台
形
状
で
あ
る
こ
と
、
見
込
中

央
に
横
ナ
デ
を
施
す
な
ど
、
よ
り
新
し
い
時
期
の
か
わ
ら
け
の
特
徴
を
も
つ
。

遺
構
外
か
ら
も
、
か
わ
ら
け
、
近
世
陶
磁
器
片
が
若
干
出
土
し
て
い
る
が
、
そ

の
中
に
混
じ
っ
て
中
国
製
陶
磁
器
片
が
七
点
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
青
磁
で
、

内
一
点
（
図
版
妬
）
は
青
磁
蓮
弁
文
碗
の
破
片
で
、
蓮
弁
は
無
鎬
、
先
端
は
尖
り

気
味
で
細
身
で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
上
屋
敷
地
区
が
平
安
時
代
末
ｌ
鎌
倉
時
代
初
頭
を
中
心
と
し
た

遺
構
、
遺
物
が
か
な
り
濃
密
に
分
布
し
て
い
る
の
に
比
ゞ
へ
、
中
屋
敷
地
区
は
埋
納

さ
れ
た
小
柄
な
ど
の
形
式
か
ら
中
世
後
半
と
考
え
ら
れ
る
時
期
の
集
石
士
肱
墓
を

上
限
と
し
、
溝
状
遺
構
な
ど
近
世
以
後
の
遺
構
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
上
屋
敷

地
区
と
中
屋
敷
地
区
と
は
）
）
の
よ
う
に
時
期
も
性
格
も
隔
絶
し
て
い
る
様
相
を
示

す
が
、
両
地
区
と
も
調
査
区
域
は
限
ら
れ
た
一
部
の
範
囲
で
あ
る
た
め
、
こ
の
状

況
を
両
地
区
全
体
ま
で
押
し
広
げ
る
》
）
と
は
ま
だ
時
期
尚
早
と
言
え
よ
う
。

現
状
発
掘
調
査
終
了
後
、
上
・
中
屋
敷
地
区
は
、
国
道
二
四
六
号
裾
野
、
ハ
イ

パ
ス
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
、
現
在
は
そ
の
道
路
下
と
な
っ
て
い
る
。
両
地
区
の

大
部
分
は
ま
だ
未
調
査
で
、
田
畑
、
住
宅
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
中
野
国
雄
・
渡
瀬
治
・
袴
田
稔
・
井
上
輝
夫
「
富
沢
原
・
千
福
馬
場

添
・
大
畑
・
桃
園
入
ノ
洞
」
裾
野
市
教
育
委
員
会
他
一
九
八
九
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第五章歴史時代

80

お
お
は
た
き
よ
う
づ
か

大
畑
経
塚

所
在
地
裾
野
市
大
畑
字
古
城
跡
一
二
三
番
地

位置図

位
置
と
立
地
大
畑
集
落
の
北
側
を
囲
む
丘
陵
は
、
大
畑
城
跡
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
本
曲
輪
の
南
側
下
の
裾
部
、
海
抜
一
四
八
ｍ
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。

大
畑
集
落
の
中
央
を
南
北
に
走
る
道
の
、
北
端
上
方
に
あ
た
る
。
東
側
に
熊
野
神

社
、
北
西
側
に
大
日
如
来
像
を
納
め
た
大
日
堂
が
あ
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
三
○
年
代
、
ゞ
三
に
防
火
用
の
貯
水
槽
を
構
築
の
際
に
、

た
ま
た
ま
経
塚
に
当
た
り
、
遺
構
は
破
壊
さ
れ
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
が
、
埋
蔵
用

の
大
甕
破
片
と
経
筒
を
納
め
る
外
筒
容
器
一
個
体
が
、
県
立
裾
野
高
等
学
校
に
保

管
さ
れ
た
。

遺
物
大
甕
破
片
は
底
部
だ
け
で
あ
る
が
、
胎
士
、
焼
成
、
整
形
の
叩
き
文
（
冊

状
文
）
の
特
徴
か
ら
、
一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
三
世
紀
前
半
期
の
常
滑
古
窯
産
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
外
筒
容
器
は
、
沼
津
市
大
岡
門
池
の
三
明
寺
経
塚
か
ら
出

土
し
た
、
建
久
七
年
（
二
癸
）
の
銘
文
年
号
の
あ
る
銅
製
経
筒
を
入
れ
た
も
の
と

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
一
二
世
紀
後
半
の
渥
美
古
窯
産
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
出
士
の
外
筒
容
器
が
沼
津
大
岡
三
明
寺
経
塚
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

も
の
と
い
う
こ
と
は
、
相
前
後
し
て
本
経
塚
の
造
営
が
お
一
）
な
わ
れ
た
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
。

現
状
山
林
で
あ
り
、
遺
構
は
消
滅
し
て
い
る
。
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第五章歴史時代

81

お
お
は
た
じ
よ
う
せ
き

大
畑
城
跡

所
在
地
裾
野
市
大
畑
字
古
城
跡
二
八
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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大畑城跡全景(南から）

位
置
と
立
地
愛
鷹
山
か
ら
東
南
方
に
延
び
た
尾
根
の
末
端
が
、
大
畑
地
区
で

低
い
鞍
部
と
な
る
が
、
再
び
高
さ
を
増
し
て
、
大
畑
集
落
の
北
側
を
さ
え
ぎ
っ
て

い
る
。
本
城
跡
は
、
こ
の
丘
陵
の
海
抜
一
七
六
・
二
ｍ
の
頂
部
を
中
心
に
し
て
築

城
さ
れ
て
い
る
。
城
跡
の
北
側
は
急
崖
と
な
っ
て
佐
野
川
の
渓
流
に
落
ち
込
み
、

南
は
大
畑
集
落
の
あ
る
台
状
地
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
東
側
は
黄
瀬
川
が
流

れ
、
西
側
は
勝
負
川
が
愛
鷹
山
麓
を
区
切
っ
て
深
い
渓
流
を
な
し
、
大
畑
全
体
が

天
然
の
要
害
と
な
っ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
本
城
跡
は
、
昭
和
一
○
年
代
の
初
め
、
沼
館
愛
三
が
踏
査
し
て

「
静
岡
県
郷
土
研
究
」
第
九
輯
に
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
○
年
代
に
、

県
立
沼
津
東
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
の
ほ
か
、
裾
野
郷
士
研
究
会
の
市
川
高
雄
、

佐
藤
隆
ら
が
踏
査
し
、
昭
和
五
○
年
代
、
伊
禮
正
雄
、
関
口
宏
行
、
中
野
国
雄
ら

が
調
査
し
て
、
関
係
す
る
機
関
誌
、
報
告
書
、
刊
行
本
に
発
表
し
て
い
る
。
昭
和

五
九
年
（
完
全
）
、
国
道
二
四
六
号
バ
イ
パ
ス
が
、
本
城
跡
の
西
曲
輪
を
通
過
す
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
県
と
裾
野
市
が
主
体
と
な
っ
て
、
事
前
の
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。

遺
構
大
畑
熊
野
神
社
す
ぐ
北
方
の
丘
陵
頂
部
を
削
平
し
て
、
長
さ
約
三
○
ｍ
、

幅
約
二
○
ｍ
の
不
整
形
な
主
郭
が
あ
り
、
西
隅
に
低
い
ふ
く
ら
み
が
あ
る
。
主
郭

の
北
西
側
と
南
東
側
の
一
段
下
に
、
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
平
場
が
あ
っ
て
、
東
郭
と

西
郭
を
構
成
し
、
南
側
に
こ
れ
を
結
ぶ
通
路
状
の
帯
郭
が
あ
る
。
主
郭
を
中
心
に

し
て
東
郭
と
西
郭
の
両
端
は
、
大
き
な
空
堀
切
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
長

さ
約
一
○
○
ｍ
、
最
大
幅
約
三
二
ｍ
の
主
体
部
を
本
曲
輪
と
し
て
い
る
。
こ
の
本

曲
輪
に
は
、
数
本
の
竪
堀
と
、
南
側
に
小
さ
な
平
場
が
付
属
し
、
主
郭
北
西
端
の

直
下
に
井
戸
杜
が
あ
る
。
東
の
空
堀
切
か
ら
東
南
方
向
に
下
る
丘
陵
稜
部
に
は
、
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第五章歴史時代

大畑城跡西曲輪全景(東から）

数
段
の
狭
長
な
平
場
が
あ
り
、
そ
の
末
端
に
黄
瀬
川
に
落
ち
込
む
竪
堀
と
、
反
対

側
に
空
堀
と
土
塁
祉
が
残
存
し
て
い
る
。
以
上
を
東
曲
輪
と
し
て
い
る
。
こ
の
東

曲
輪
と
本
曲
輪
の
南
側
下
に
、
一
辺
約
三
○
ｍ
の
通
称
「
殿
屋
敷
」
と
い
わ
れ

る
方
形
の
居
館
跡
が
あ
っ
て
、
北
西
隅
と
南
側
の
一
部
に
土
塁
吐
が
残
存
し
て
い

る
。
本
曲
輪
西
側
の
空
堀
切
か
ら
北
西
に
続
く
丘
陵
の
稜
部
に
、
長
さ
約
六
三
ｍ
、

幅
約
二
○
ｍ
の
平
場
が
あ
る
。
そ
の
先
端
に
基
部
で
一
辺
一
二
ｍ
、
上
端
部
で
一

辺
の
長
さ
七
ｍ
の
見
張
台
の
よ
う
な
高
ま
り
と
、
そ
れ
に
続
く
稜
部
に
空
堀
切
の

遺
構
が
、
東
名
高
速
道
路
建
設
の
時
に
作
ら
れ
た
実
測
図
に
示
さ
れ
て
い
た
が
、

同
工
事
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
。
東
南
側
に
そ
の
半
分
が
残
さ
れ
て
お
り
、
￥
）
の
部

分
を
西
曲
輪
と
し
て
い
た
。
国
道
二
四
六
号
の
建
設
工
事
は
、
西
曲
輪
残
存
部
分

の
大
半
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
曲

輪
内
に
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
土
層
の
状
況
か
ら
、
稜
部
を
削
平

し
て
平
ら
に
地
な
ら
し
を
し
た
こ
と
が
明
瞭
に
観
察
さ
れ
た
。
ま
た
北
側
の
佐
野

川
に
面
し
た
平
場
状
の
裾
部
か
ら
は
、
多
く
の
柱
穴
が
検
出
さ
れ
た
が
、
組
合
わ

せ
は
で
き
な
か
っ
た
。

遺
物
出
土
遺
物
に
は
、
縄
文
時
代
土
器
片
（
図
１
１
３
）
、
青
磁
片
（
図
４
．

ｕ
）
、
近
世
陶
磁
片
（
図
５
．
６
）
、
金
属
製
品
（
図
７
１
ｍ
）
、
鉄
嫉
（
図
蚫
）
が

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
青
磁
片
の
４
は
、
頂
部
平
場
か
ら
出
土
し
た
、
中
国
産
の
劃

花
文
碗
で
、
福
岡
市
祇
園
駅
出
入
口
遺
跡
か
ら
出
士
し
た
も
の
と
極
め
て
よ
く
似

て
お
り
、
年
代
は
一
二
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
の
も
の
、
同
じ
く
皿
は
、
裾
部
平
場

か
ら
出
土
し
た
中
国
産
の
鎬
蓮
弁
文
碗
で
、
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
代
の

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
皿
の
鉄
鍼
は
、
現
存
の
長
さ
一
○
・
八
哩
身

か
え
り

長
さ
五
・
八
四
同
幅
二
・
四
ｍ
の
逆
刺
の
深
い
大
形
鍼
で
、
こ
の
形
式
の
も
の
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大畑城見取図

わ
た
ぐ
り

を
「
膓
扶
」
と
い
い
、
製
作
、
使
用
年
代
を
中
世
初
頭
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
ゞ
）
と
が

で
き
る
・

遺
跡
の
特
徴
本
城
跡
は
、
大
畑
字
古
城
跡
地
籍
内
に
、
「
古
城
跡
」
と
「
殿
屋

敷
」
と
呼
ば
れ
る
居
館
跡
が
一
体
と
な
っ
て
存
在
し
、
中
世
の
典
型
的
な
城
館
跡

で
あ
っ
て
、
成
立
年
代
の
古
い
〉
）
と
を
思
わ
せ
る
。

現
状
大
部
分
は
山
林
で
、
本
曲
輪
、
東
曲
輪
の
遺
構
は
、
よ
く
残
存
し
て
い

る
が
、
殿
屋
敷
の
大
部
分
は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
西
曲
輪
は
、
国
道
二
四
六

号
の
路
線
敷
と
な
っ
て
消
滅
し
た
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
渡
瀬
治
ほ
か
「
富
沢
原
・
千
福
馬
場
添
・
大
畑
・
桃
園
入
ノ
洞
」
建

設
省
、
静
岡
県
、
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
八
八
六
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第五章歴史時代

汎
賭

大畑城跡地籍図
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第五章歴史時代
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第五章歴史時代

82

せ
ん
ぶ
く
じ
よ
う
せ
き

千
福
城
跡

所
在
地
裾
野
市
千
福
字
平
山
耕
地
三
七
七
番
地
ほ
か

位置図

位
置
と
立
地
本
城
館
跡
は
、
裾
野
市
御
宿
と
千
福
と
の
間
に
あ
る
、
海
抜
二

○
一
ｍ
の
独
立
丘
陵
平
山
を
利
用
し
た
山
城
跡
で
、
北
と
東
及
び
西
側
を
平
山
川

が
深
く
浸
食
谷
を
形
成
し
て
防
御
の
役
割
を
は
た
し
、
ま
た
大
き
く
は
東
方
に
黄

瀬
川
、
西
方
に
佐
野
川
を
控
え
、
北
駿
と
南
駿
を
結
ぶ
交
通
路
を
樋
す
天
然
の
要

害
に
立
地
し
て
い
る
。

発
見
と
調
査
本
城
跡
は
、
昭
和
一
○
年
代
に
沼
館
愛
三
が
踏
査
し
、
そ
の
後
、

昭
和
五
○
年
代
に
、
伊
禮
、
関
口
、
中
野
が
調
査
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関

誌
に
報
告
し
て
い
る
。
（
深
良
陣
山
・
堀
ノ
内
の
項
参
照
）

遺
構
千
福
（
平
山
）
城
跡
の
範
囲
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
海
抜
二
○
一
・
六

ｍ
の
平
頂
部
Ｉ
を
主
曲
輪
と
し
、
東
及
び
東
南
側
の
裾
部
に
向
か
っ
て
Ⅱ
１
Ｖ
ノ

曲
輪
を
配
置
し
、
そ
れ
に
付
属
す
る
帯
曲
輪
、
空
堀
を
置
き
、
複
雑
な
縄
張
り
を

構
成
し
て
い
る
。
Ｉ
ノ
曲
輪
の
北
西
、
海
抜
二
○
三
ｍ
の
丘
陵
平
頂
部
に
出
曲
輪

を
構
え
て
お
り
、
そ
の
先
端
に
二
重
の
空
堀
切
が
あ
る
が
、
東
名
高
速
道
路
で
一

部
消
滅
し
て
い
る
。
Ｉ
ノ
曲
輪
と
出
曲
輪
の
間
の
空
堀
切
中
央
部
に
土
橋
状
の
遺

構
が
あ
る
。
ま
た
出
曲
輪
の
西
斜
面
に
は
、
数
本
の
竪
堀
が
あ
る
。
地
籍
図
に
示

し
た
よ
う
に
、
南
側
に
鍛
冶
屋
敷
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
か
つ
て
空
堀
に
囲
ま
れ

て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
接
し
て
「
塩
や
ぐ
ら
」
と
伝
承
さ
れ
る
と
一
）
ろ
も
あ
っ

た
と
い
う
。
南
西
裾
部
の
普
明
寺
境
内
は
、
城
主
の
居
館
跡
で
あ
る
と
す
る
。

遺
跡
の
特
徴
顕
著
な
遺
構
の
残
る
中
世
城
館
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

現
状
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。

文
献
「
駿
河
記
」
ほ
か
、
「
大
畑
村
他
五
ヶ
村
山
林
・
古
跡
・
用
水
等
書
上

慶
安
三
年
」
湯
山
芳
健
家
文
書
裾
野
市
史
第
六
巻
一
九
九
一
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千福(平山)城跡範囲図

千福(平山)城跡地籍図
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第五章歴史時代

9

嵜

埼
奄

時
恥

謎
尋

、軸

I

一一

糸幕
ﾛ 令一

千福(平山)城跡遠望

（
用
語
解
説
）

郭
城
郭
の
な
か
で
、
防
御
施
設
を
備
え
た
一
区
画
を
い
い
、
山
城
跡
で
袖
の

よ
う
に
張
り
出
し
た
郭
を
袖
郭
、
細
長
く
帯
の
よ
う
に
延
び
た
郭
を
帯
郭
、
城
郭

す
そ
く
る
わ

を
構
成
す
る
山
城
の
裾
部
に
あ
る
郭
を
裾
郭
な
ど
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

曲
輪
中
世
の
城
郭
で
、
い
く
つ
か
の
郭
、
土
塁
空
堀
堀
切
な
ど
の
防
御

施
設
で
構
成
さ
れ
た
区
画
を
曲
輪
と
い
い
、
中
心
と
な
る
曲
輪
を
主
曲
輪
、
本
曲

輪
ま
た
は
一
ノ
曲
輪
、
以
下
ニ
ノ
曲
輪
、
三
ノ
曲
輪
、
あ
る
い
は
主
曲
輪
を
中
心

に
東
に
あ
れ
ば
東
曲
輪
な
ど
と
い
っ
て
い
る
。
一
般
に
数
曲
輪
で
一
つ
の
城
郭
を

形
成
し
て
い
る
。
近
世
に
な
っ
て
本
丸
、
ニ
ノ
丸
、
三
ノ
丸
な
ど
と
い
う
よ
う
に

な
っ
た
。
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83

せ
ん
ぶ
く
ば
ぱ
そ
え

千
福
馬
場
添
遣
跡

所
在
地
裾
野
市
千
福
字
馬
場
添

位置図

遺跡範囲図
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第五章歴史時代

N

1 千 汀

密騨’？’
患

…■

､賭

＝ 審孟

一二
二＝

聖崇弓、 ＝一 “エ

難‘ " 職, ."ll"'麹’1蝋難い奮匡 『

炉

毒
鐙
塵

蕊
WMW融域
勺 隠堅冠

ち画
「
４

蕊醤蕊
､忠

劃
『
一

一

』

畷

富

凸
斗

識

》

Ｌ

ｒ

噸

一
鐘
長

雨
Ｆ句‐

而

乱砕郷
、

甲・
訓
Ｆ
・

Ｉ

弔旧

鈴

閂

ｑ

ｂ

Ｌ
ｑ
ｒ
鄙

一

』
副
幽
印
字蝿

千福馬場添地区調査前遠望

位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
千
福
平
山
丘
陵
の
南
方
に
広
が
る
平
坦
地
、
海
抜

一
五
五
’
一
六
○
ｍ
の
千
福
馬
場
添
に
位
置
す
る
。
ゞ
）
の
地
区
は
北
に
千
福
城
跡

が
あ
り
、
東
は
黄
瀬
川
、
西
に
佐
野
川
に
囲
ま
れ
た
ほ
ぼ
中
央
に
立
地
す
る
。

発
見
と
調
査
本
遺
跡
は
、
千
福
城
の
馬
場
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
昭
和
五
八
年
（
元
全
）
、
国
道
二
四
六
号
、
、
ハ
イ
パ
ス
が
、
こ
の
地
区
を

通
過
す
る
ゞ
）
と
に
な
っ
た
た
め
、
五
八
年
と
翌
五
九
年
（
完
全
）
、
静
岡
県
及
び
裾

野
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

層
序
と
遺
構
第
一
層
は
、
表
土
耕
作
士
層
第
二
層
は
、
暗
黄
褐
色
土
居
で

黄
・
赤
色
粒
、
砂
礫
、
鉄
分
を
含
む
。
第
三
層
は
、
暗
黄
褐
色
層
で
灰
色
粘
土
ブ

ロ
ッ
ク
、
鉄
分
を
含
む
土
坑
が
検
出
さ
れ
た
。
第
四
層
は
、
暗
黒
褐
色
土
居
で
砂

と
小
礫
を
含
む
。
竪
穴
状
遺
構
、
溝
状
遺
構
、
集
石
土
坑
、
士
坑
、
柱
穴
等
が
検

出
さ
れ
た
。
第
五
層
は
、
黒
褐
色
土
居
で
、
黄
・
赤
粒
、
小
礫
を
含
む
。
第
六
層

は
、
黒
褐
色
土
層
で
赤
・
黒
色
粒
、
小
礫
を
含
む
。
第
七
層
は
、
黄
褐
色
砂
層
で

赤
・
黄
色
粒
と
小
礫
を
含
む
。
第
八
層
は
、
砂
礫
層
、
第
九
層
は
、
砂
層
で
硬
く

締
ま
る
。

遺
物
陶
磁
器
類
、
金
属
製
品
、
古
銭
、
砥
石
等
が
出
土
し
て
い
る
。
ゞ
｝
の
う

ち
陶
磁
器
類
に
は
、
鉄
釉
、
灰
釉
、
緑
釉
の
施
さ
れ
た
小
皿
、
天
目
茶
碗
、
播
鉢
、

中
国
産
青
磁
破
片
が
あ
り
、
一
六
世
紀
代
の
美
濃
・
古
瀬
戸
窯
及
び
中
国
産
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
中
世
城
館
跡
に
関
連
す
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
国
道
二
四
六
号
路
線
敷
、
工
場
、
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
富
沢
原
遺
跡
と
同
じ
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第五章歴史時代

図版’千福馬場添遺跡出土陶磁器類(1)
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第五章歴史時代

か
づ
ら
や
ま
じ
よ
う
か
ん
せ
き

別
葛
山
城
館
跡
（
城
吐
・
居
館
跡
・
か
く
し
砦
）

所
在
地
裾
野
市
葛
山

葛山城館跡群付置図

葛山城跡範囲図

R77
JOP



葛山城跡遠望

位
置
と
立
地
葛
山
城
跡
は
、
愛
麿
山
か
ら
東
方
へ
延
び
た
尾
根
の
末
端
、
海

抜
二
七
○
・
四
ｍ
の
愛
宕
山
頂
部
を
利
用
し
て
築
城
さ
れ
て
い
る
。
居
館
跡
は
、

葛
山
集
落
の
あ
る
平
坦
な
入
谷
地
形
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り
、
南
側
に
接
し
て
大

久
保
川
が
流
れ
て
い
る
。
「
葛
山
か
く
し
砦
」
は
、
葛
山
上
城
か
ら
大
久
保
川
の
沢

谷
を
約
二
ｍ
ほ
ど
遡
っ
た
と
〉
一
ろ
に
あ
る
、
山
神
社
北
側
背
後
の
海
抜
四
九
○
ｍ

の
尾
根
稜
部
に
築
か
れ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
本
城
館
跡
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
一
○
年
代
に
、

沼
館
愛
三
に
よ
っ
て
踏
査
さ
れ
、
そ
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

昭
和
五
○
年
代
に
東
海
古
城
研
究
会
の
長
倉
智
恵
雄
、
伊
禮
正
雄
、
関
口
宏
行
、

地
元
の
研
究
者
ら
に
よ
っ
て
踏
査
さ
れ
て
い
る
。
平
成
元
年
（
充
分
）
、
裾
野
市
教

育
委
員
会
は
居
館
跡
の
実
測
と
井
戸
趾
の
確
認
調
査
を
実
施
し
、
同
二
年

（
｜
究
ｅ
、
居
館
跡
内
Ｂ
号
井
戸
趾
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

層
序
と
遺
構
層
序
は
居
館
跡
内
Ｂ
号
井
戸
趾
の
発
掘
調
査
の
時
、
地
下
八
・

四
ｍ
ま
で
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
層
黒
褐
色
耕
作
土
居
、

第
二
層
黒
褐
色
有
機
質
土
層
、
第
三
層
黄
褐
色
土
層
（
埋
立
土
居
）
、
第
四
層

黒
褐
色
粘
質
士
層
、
第
五
層
明
黄
褐
色
ス
コ
リ
ァ
層
、
以
下
第
六
層
か
ら
第
一

一
層
ま
で
は
細
砂
泥
土
層
の
互
層
、
第
一
二
層
明
黄
褐
色
を
し
た
ス
コ
リ
ァ
の

レ
ン
ズ
状
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
暗
黄
褐
色
粘
質
砂
泥
土
層
、
第
一
三
層
暗
黄
褐
色

含
細
砂
土
居
、
第
一
四
層
明
黄
褐
色
ス
コ
リ
ァ
層
、
第
一
五
層
以
下
第
一
九
層

ま
で
は
細
砂
泥
土
層
の
互
層
、
第
二
○
層
は
、
暗
赤
褐
色
集
塊
質
泥
流
層
で
水
脈

が
あ
り
、
地
表
下
約
四
ｍ
の
と
ゞ
）
ろ
か
ら
下
に
厚
く
堆
積
す
る
。

〔
葛
山
城
跡
遺
構
〕
通
称
愛
宕
山
（
旧
小
字
で
は
条
山
）
の
頂
部
に
、
人
為
的

に
削
平
さ
れ
た
東
西
約
一
七
ｍ
、
南
北
約
二
七
ｍ
の
平
場
が
あ
り
、
ゞ
盲
）
を
主
曲
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第五章歴史時代

葛山居館跡範囲図

輪
と
し
て
い
る
。
現
在
、
北
側
と
西
側
の
一
部
に
土
塁
祉
が
あ
り
、
北
西
隅
に
門

吐
、
北
東
隅
に
櫓
台
ら
し
き
土
壇
状
の
も
の
が
あ
る
。
主
曲
輪
西
側
下
段
に
、
方

一
五
ｍ
×
一
○
ｍ
の
袖
郭
が
あ
る
。
主
曲
輪
よ
り
六
’
八
ｍ
下
に
、
西
、
南
、
東

側
を
と
り
囲
ん
で
ニ
ノ
曲
輪
の
平
場
が
つ
く
ら
れ
、
北
西
隅
に
方
五
ｍ
の
小
さ
な

枡
形
囲
の
門
吐
と
、
北
側
に
土
塁
趾
が
あ
り
、
東
側
の
行
き
止
ま
り
と
な
っ
た
上

段
に
、
主
曲
輪
櫓
台
に
続
く
張
出
郭
が
あ
る
。
ニ
ノ
曲
輪
の
下
段
に
全
体
を
と
り

囲
ん
で
、
通
路
状
の
三
ノ
曲
輪
が
あ
る
が
、
北
側
は
崩
壊
し
て
不
明
瞭
で
あ
る
。

こ
の
部
分
に
四
本
の
小
竪
堀
が
認
め
ら
れ
る
。
南
側
外
縁
に
は
土
塁
吐
が
残
り
、

放
射
状
に
四
本
の
竪
堀
が
あ
っ
て
、
う
ち
一
本
は
裾
部
に
あ
る
仙
年
寺
へ
通
じ
て

い
る
。
三
ノ
曲
輪
の
東
端
部
と
西
側
に
は
、
鍵
状
士
塁
が
通
路
を
ふ
さ
ぎ
、
門
吐

と
確
認
で
き
る
。
三
ノ
曲
輪
東
端
と
西
端
に
、
尾
根
稜
部
を
切
断
す
る
大
き
な
二

重
の
空
堀
切
が
あ
る
。
〉
）
の
東
空
堀
切
に
接
し
て
小
郭
が
あ
り
、
西
空
堀
切
西
方

五
○
ｍ
の
と
一
｝
ろ
に
小
空
堀
切
が
認
め
ら
れ
る
。
三
ノ
曲
輪
南
東
脚
部
に
、
仙
年

寺
平
場
が
あ
り
、
ゞ
）
れ
を
東
西
に
囲
む
尾
根
支
脈
端
に
も
、
舌
状
の
平
場
が
認
め

ら
れ
る
。
仙
年
寺
山
門
前
方
を
堀
田
と
い
う
が
、
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お

本
城
跡
北
側
下
の
伯
母
子
沢
に
面
し
て
、
張
出
状
の
郭
ら
し
き
遺
構
と
、
本
沢
を

直
角
に
区
切
る
堤
防
状
遺
構
が
あ
る
が
、
ゞ
）
れ
は
直
接
城
郭
遺
構
と
結
び
つ
く
か

ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。

〔
居
館
跡
遺
構
〕
本
居
館
跡
は
、
葛
山
入
谷
地
形
の
微
高
地
字
中
村
の
海
抜
二

○
○
ｍ
の
と
一
）
ろ
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、
東
西
約
九
七
ｍ
、
南
北
約
一
○
四
ｍ
の

規
模
が
あ
る
。
か
つ
て
空
堀
と
土
塁
に
囲
ま
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
、
空
堀

は
埋
め
た
て
ら
れ
て
、
畑
地
と
道
路
敷
と
な
り
、
士
塁
は
東
側
三
分
の
二
と
、
北

及
び
西
側
に
、
高
さ
と
規
模
を
減
じ
た
形
で
残
存
し
て
い
る
。
最
も
原
形
を
保
つ
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第五章歴史時代
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葛山かくし砦跡位置図

て
い
る
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
北
西
隅
で
、
》
）
の
個
所
で
の
土
塁
規
模
は
馬
踏
幅
約

一
・
二
ｍ
、
高
さ
約
三
・
五
ｍ
、
底
敷
幅
約
一
○
ｍ
ほ
ど
あ
る
。
出
入
口
は
現
在

三
カ
所
あ
る
が
、
う
ち
北
東
隅
と
西
側
北
の
二
カ
所
は
後
世
の
開
口
と
い
う
。
残

る
西
側
南
の
出
入
口
が
門
祉
で
あ
る
と
さ
れ
、
幅
約
二
ｍ
、
長
さ
約
五
・
五
ｍ
、

中
央
部
で
居
館
跡
敷
地
面
よ
り
高
さ
約
一
ｍ
あ
る
。
内
外
に
階
段
状
の
石
列
が
み

ら
れ
る
。
土
塁
内
は
東
西
約
七
四
ｍ
、
南
北
約
八
○
ｍ
あ
り
、
畑
地
と
な
っ
て
い

る
。
居
館
跡
内
に
二
カ
所
の
井
戸
趾
が
確
認
さ
れ
、
う
ち
北
の
Ｂ
号
井
戸
趾
は
、

平
成
二
年
（
一
究
ｅ
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
井
戸
の
掘
方
は
、
平
面
ほ
ぼ
円

筒
形
素
掘
り
で
、
表
土
下
第
二
層
面
か
ら
掘
り
込
み
、
最
上
部
径
二
・
四
ｍ
、
深

さ
四
ｍ
の
と
こ
ろ
で
二
・
二
ｍ
、
深
さ
八
・
四
ｍ
で
播
鉢
状
の
底
と
な
っ
て
い
た
。

内
側
壁
石
積
は
、
深
さ
四
・
一
五
ｍ
ま
で
す
ゞ
へ
て
崩
壊
し
て
お
り
、
以
下
か
ら
石

積
が
検
出
さ
れ
、
径
二
五
’
五
○
ｍ
の
楕
円
な
い
し
長
楕
円
の
河
原
石
ま
た
は
小

の
づ
ら

口
割
の
石
を
、
小
口
野
面
ま
た
は
小
口
割
石
積
に
し
て
円
筒
状
に
積
上
げ
、
掘
方

壁
面
と
の
間
に
は
河
原
石
、
割
石
を
裏
込
め
し
て
土
砂
で
固
め
て
あ
っ
た
。
内
径

は
最
上
部
で
一
・
一
六
ｍ
、
底
部
で
○
・
九
ｍ
あ
り
、
底
部
石
積
は
厚
さ
約
一
二

ｍ
の
松
材
を
井
桁
に
組
ん
だ
上
か
ら
積
ま
れ
て
い
た
。
井
戸
埋
立
土
中
か
ら
、
中

世
陶
片
が
検
出
さ
れ
た
が
、
井
戸
底
近
く
の
砂
礫
土
中
か
ら
出
土
し
た
陶
磁
片
に

よ
っ
て
、
近
世
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

本
居
館
跡
西
隣
の
半
田
家
屋
敷
北
側
の
門
を
中
心
に
、
東
西
に
も
土
塁
吐
の
一
部

が
残
存
し
、
居
館
跡
西
士
塁
外
側
と
半
田
家
に
続
く
萩
田
家
西
側
に
、
空
堀
状
遺

構
の
一
部
と
思
わ
れ
る
も
の
が
観
察
さ
れ
る
。

〔
か
く
し
砦
遺
構
〕
葛
山
字
上
城
西
方
の
通
称
城
ノ
腰
の
尾
根
頂
部
を
主
曲
輪

と
す
る
が
、
一
五
ｍ
×
二
○
ｍ
の
せ
ま
い
平
坦
部
で
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
い
。
〉
｝
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第五章歴史時代

こ
よ
り
南
裾
部
に
あ
る
山
神
社
へ
下
る
支
尾
根
上
に
、
二
カ
所
、
空
堀
切
が
あ
る
。

ま
た
主
曲
輪
か
ら
東
方
へ
下
る
尾
根
の
、
海
抜
四
六
○
ｍ
付
近
と
同
四
五
○
ｍ
付

近
の
稜
部
に
、
二
カ
所
の
空
堀
切
と
、
こ
の
堀
切
に
連
続
す
る
曲
線
状
の
空
堀
に

囲
ま
れ
た
上
下
二
段
の
平
場
が
あ
る
。
曲
線
状
空
堀
は
通
路
状
を
呈
し
て
い
る
。

上
段
平
場
は
、
長
さ
約
二
○
ｍ
、
幅
約
五
’
六
ｍ
で
、
尾
根
の
稜
部
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
て
お
り
、
）
｝
の
北
東
側
下
段
に
帯
状
の
平
場
が
あ
る
。
下
段
平
場
は
、
長

さ
約
二
三
辺
幅
約
三
一
ｍ
前
後
の
広
さ
が
あ
り
、
不
整
形
な
舌
状
を
呈
す
る
。

こ
の
付
根
部
に
空
堀
が
く
い
込
み
、
門
吐
状
の
遺
構
が
観
察
で
き
る
。
》
）
の
上
下

二
段
の
平
場
の
構
成
さ
れ
る
尾
根
稜
部
の
、
約
三
五
ｍ
先
の
と
こ
ろ
に
左
右
か
ら

空
堀
を
く
い
込
ま
し
た
士
橋
状
の
遺
構
が
あ
る
。
さ
ら
に
上
段
平
場
の
北
西
側
に
、

空
堀
を
交
差
さ
せ
た
遺
構
が
あ
る
が
、
城
郭
の
機
能
的
な
役
割
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
葛
山
字
大
久
保
の
、
琴
比
羅
山
裾
部
に
御
宿
屋
敷
、
御
宿
字
宮
原
に
宮
原

居
館
跡
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
↑
｝
れ
ら
は
既
に
削
平
さ
れ
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
い
・

遺
物
図
の
土
器
片
と
陶
器
片
は
、
す
ゞ
へ
て
居
館
跡
内
と
そ
の
周
辺
か
ら
出
土

採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
１
．
２
は
、
「
か
わ
ら
け
」
で
あ
り
、
良
質
の
粘
土
で

作
ら
れ
て
い
る
。
１
は
復
原
の
口
径
一
○
・
八
四
高
さ
三
四
底
径
七
皿
２

は
復
原
の
口
径
九
・
五
皿
高
さ
二
・
三
皿
底
径
五
・
五
皿
と
も
に
糸
切
底

で
あ
る
。
３
．
４
は
、
鉢
の
口
縁
部
と
坏
の
底
と
思
わ
れ
る
。
灰
青
色
で
硬
く
焼

き
締
る
。
５
１
加
ま
で
は
、
播
鉢
の
口
縁
部
で
、
５
．
８
．
９
に
は
縁
帯
が
み
ら

れ
、
９
は
一
○
本
以
上
の
播
目
が
施
さ
れ
る
。
胎
土
は
灰
黄
色
で
、
内
外
面
に
ね

ず
み
色
に
発
色
し
た
鬼
板
掛
が
施
さ
れ
る
。
、
ｌ
妬
ま
で
は
、
常
滑
古
窯
産
の
甕

破
片
で
、
ｕ
に
は
叩
き
目
が
あ
る
。
皿
・
妬
は
底
部
破
片
で
あ
る
。
播
鉢
破
片
は
、

美
濃
古
窯
産
の
も
の
で
、
中
世
末
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
山
城
跡
と
居
館
跡
が
対
と
な
っ
た
極
め
て
貴
重
な
城
館
跡
で
、

中
世
葛
山
氏
の
拠
点
と
な
っ
た
所
で
も
あ
る
。

現
状
葛
山
城
跡
と
居
館
跡
は
、
裾
野
市
指
定
史
跡
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
の

葛
山
城
趾
保
存
会
に
よ
っ
て
手
入
れ
が
行
届
き
、
遺
構
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ

る
。
「
か
く
し
砦
」
は
、
現
在
、
山
林
の
な
か
に
あ
り
、
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て
い

う
（
》
○

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
沼
館
愛
三
「
駿
東
地
方
に
紗
け
る
城
郭
の
研
究
」
静
岡
県
郷
土
研
究

第
九
輯
静
岡
県
郷
土
研
究
協
会
一
九
三
七
、
伊
禮
正
雄
「
御
殿
場
地
方
の
中

世
城
吐
」
御
殿
場
市
史
研
究
１
御
殿
場
市
史
編
さ
ん
委
員
会
一
九
七
五
、

関
口
宏
行
「
葛
山
城
」
日
本
城
郭
大
系
９
新
人
物
往
来
社
一
九
七
九
、
中
野

国
雄
「
葛
山
城
館
跡
」
静
岡
県
の
中
世
城
館
跡
静
岡
県
教
育
委
員
会
一
九

八
一
、
中
野
国
雄
「
葛
山
居
館
跡
井
戸
発
掘
調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会

市
史
編
さ
ん
室
一
九
九
○
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金沢手城山地籍図

位
置
と
立
地
裾
野
市
上
ヶ
田
集
落
の
西
北
約
二
○
○
ｍ
の
、
海
抜
二
○
一
ｍ

の
と
一
）
ろ
に
位
置
し
、
北
と
西
側
は
富
士
山
東
南
麓
の
海
抜
二
三
五
’
二
三
○
ｍ

の
台
状
地
形
に
と
り
か
》
｝
ま
れ
、
東
と
南
側
は
水
田
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。
地

籍
図
上
の
地
籍
は
、
金
沢
手
城
山
と
な
っ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
本
城
跡
に
つ
い
て
、
昭
和
一
二
年
（
禿
一
毛
）
、
沼
館
愛
三
は
「
駿

東
地
方
に
舩
け
る
城
郭
の
研
究
」
の
葛
山
城
の
項
に
舩
て
、
金
沢
地
区
に
出
城
と

い
う
地
名
が
あ
り
、
葛
山
城
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
平

成
元
年
（
天
分
）
、
市
史
編
さ
ん
事
務
局
の
市
内
城
館
跡
調
査
で
、
そ
の
位
置
を
確

認
し
た
。

遺
構
地
元
の
人
の
話
に
よ
る
と
、
か
っ
て
高
さ
約
二
五
ｍ
ぐ
ら
い
の
、
平
頂

部
の
あ
る
独
立
し
た
小
丘
で
、
頂
上
に
小
祠
が
祀
っ
て
あ
っ
た
と
い
う
。

現
状
土
取
工
事
に
よ
っ
て
、
完
全
に
消
滅
し
て
い
る
。

文
献
沼
館
愛
三
「
駿
東
地
方
に
松
け
る
城
郭
の
研
究
」
静
岡
県
郷
士
研
究

第
九
輯
静
岡
県
郷
士
研
究
協
会
一
九
三
七

（
注
）
手
城
と
い
う
の
は
、
「
て
し
ろ
」
「
で
じ
ろ
」
（
出
城
）
と
も
い
い
、
城
主
の

在
住
す
る
本
城
を
防
御
す
る
た
め
、
周
辺
の
要
害
の
地
を
選
び
築
城
し
た
小
規
模

の
城
郭
を
い
う
。
中
世
の
時
代
に
多
い
。
》
）
の
地
方
の
例
と
し
て
は
、
駿
東
郡
清

水
町
徳
倉
に
手
城
山
、
同
郡
長
泉
町
南
一
色
と
裾
野
市
富
沢
と
の
境
に
手
代
（
て

し
ろ
）
、
同
市
深
良
に
手
城
橋
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
金
沢
手
城
山
に
最
も
近
い

城
跡
は
、
葛
山
城
で
あ
る
。
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里
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今
里
字
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村
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五
七
番
地
ほ
か

位置図

今里古銭出十地
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第五章歴史時代

発
見
と
調
査
地
元
の
人
の
話
で
は
、
戦
前
、
古
銭
が
約
五
○
○
○
枚
出
土
し
、

そ
の
大
半
は
永
楽
銭
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
他
の
金
属
品
と
共
に

政
府
へ
献
納
し
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。
そ
の
後
、
寺
院
で
裏
山
を
開
墾
し
た
と
ゞ
）

ろ
、
壷
が
三
個
出
土
し
、
中
に
古
銭
が
数
枚
ず
つ
入
っ
て
い
た
と
い
う
。
昭
和
四

三
年
（
売
交
）
、
上
水
道
の
パ
イ
プ
布
設
工
事
の
際
、
地
表
下
三
○
’
四
○
ｍ
の
と

こ
ろ
か
ら
、
約
一
○
○
枚
単
位
で
縄
が
古
銭
に
付
着
し
た
状
態
で
、
約
二
二
二

枚
出
土
し
た
。
古
銭
は
、
裾
野
郷
土
研
究
会
の
手
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
。

遺
物
古
銭
は
、
第
１
．
２
図
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
壷
は
図
版
１
に
示
し

た
よ
う
に
、
胎
士
に
大
粒
の
乳
白
色
半
透
明
の
石
粒
を
多
量
に
含
み
、
硬
く
焼
き

ひ
お
も
て

締
ま
る
。
表
面
に
「
石
は
ぜ
」
が
あ
り
、
火
面
に
灰
白
色
の
釉
が
吹
き
出
し
て
い

る
。
焼
成
・
胎
士
の
特
徴
か
ら
信
楽
焼
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
地
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
戦
前
、
古
銭
の
出
土
し
た
と
↓
｝
ろ
は

Ｃ
地
点
で
あ
り
、
昭
和
四
○
年
に
出
土
し
た
と
こ
ろ
は
Ａ
地
点
で
あ
る
。
壷
は
Ｂ

地
点
か
ら
出
土
し
、
な
か
に
数
枚
の
古
銭
し
か
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、

性
格
が
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
共
に
永
楽
通
宝
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
一
五

世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
代
に
か
け
て
の
埋
蔵
と
思
わ
れ
る
。

世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
代
に
か
け
て
の
埋
圭

位
置
と
立
地
今
里
字
中
村
の
浄
土
院
は
、
今
里
集
落
西
端
の
一

尾
根
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
、
袋
状
の
入
谷
に
位
置
し
、
古
銭
の
出
土
↑

本
寺
院
の
北
側
を
囲
む
、
通
称
寺
山
の
南
斜
面
で
あ
っ
た
と
い
う
。

今
里
集
落
西
端
の
三

現
状
山
林
と
一
部
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
芹
沢
充
寛
「

土
研
究
会
一
九
七
○

資
料
の
所
在
今
里
浄
土
院
、
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
芹
沢
充
寛
「
今
里
出
土
の
古
銭
」
裾
野
郷
士
研
究
４
号
裾
野
市
郷

方
を
愛
鷹
山

し
、
古
銭
の
出
土
し
た
と
こ
ろ
は

敬

ｂ
が
蝉

図版l今里浄土院出土大壺
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第1図今里浄土院出土古銭拓影 （ ）の数字は西暦
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第五章歴史時代
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第2図今里浄土院出土古銭拓影
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